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本
民
法
・
商
法
に
お
け
る
権
利
の
期
間
制
限（
一
一
の
二
）
―
―
実
体
法
上
の
権
利
の
構
造
論
を
根
底
に
据
え
て
―
―
鷹
巣
信
孝
一
は
じ
め
に
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…
…
…
…
四
四
巻
三
号
二
従
来
の
期
間
制
限
論
の
問
題
点
と
、そ
の
解
決
方
法（
一
）－
期
間
制
限
に
関
す
る
諸
概
念
の
不
明
確
さ
を
解
消
す
る
必
要
性－
…
…
…
…
…
四
四
巻
四
号
三
従
来
の
期
間
制
限
論
の
問
題
点
と
、そ
の
解
決
方
法（
二
）－
消
滅
時
効
と
除
斥
期
間
の
区
別
基
準
の
動
揺－
…
…
…
…
…
四
四
巻
五
号
四
従
来
の
期
間
制
限
論
の
問
題
点
と
、そ
の
解
決
方
法（
三
）－
消
滅
時
効
・
除
斥
期
間
と
い
う
概
念
を
明
確
に
す
る
必
要
性
と
、そ
の
方
法－
…
…
…
…
…
四
四
巻
六
号
五
所
有
権
の
論
理
構
造
と
取
得
時
効
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
四
五
巻
二
号
六
債
権
の
論
理
構
造
と
消
滅
時
効
、お
よ
び
時
効
制
度
の
統
一
的
構
成
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
四
五
巻
三
号
七
時
効
の
中
断
と
援
用
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
四
五
巻
四
号
八
の
一
援
用
権
の
取
得
・
行
使
・
撤
回
・
放
棄
・
信
義
則
に
基
づ
く
行
使
不
能（
い
わ
ゆ
る
援
用
権
の「
喪
失
」）
上
…
…
…
…
四
五
巻
五
号
八
の
二
援
用
権
の
取
得
・
行
使
・
撤
回
・
放
棄
・
信
義
則
に
基
づ
く
行
使
不
能（
い
わ
ゆ
る
援
用
権
の「
喪
失
」）
下
…
…
…
…
四
五
巻
六
号
九
の
一
時
効
を
め
ぐ
る
特
殊
問
題
の
考
察
上
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
四
六
巻
一
号
九
の
二
時
効
を
め
ぐ
る
特
殊
問
題
の
考
察
下
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
四
六
巻
二
号
一
〇
形
成
権
の
論
理
構
造
と
除
斥
期
間
・
出
訴
期
間
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
四
六
巻
三
号
一
一
の
一
債
権（
請
求
権
）と
除
斥
期
間
、お
よ
び
消
滅
時
効
と
除
斥
期
間
の
違
い
上
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
四
六
巻
四
号
一
一
の
二
債
権（
請
求
権
）と
除
斥
期
間
、お
よ
び
消
滅
時
効
と
除
斥
期
間
の
違
い
下
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
本
号
一
二
む
す
び
97
一
一
の
二
債
権（
請
求
権
）と
除
斥
期
間
、
お
よ
び
消
滅
時
効
と
除
斥
期
間
の
違
い
下
一
五
取
消
権
と
並
ら
ん
で
形
成
権
を
代
表
す
る
法
定
解
除
権（
民
五
四
〇
条
以
下
）に
つ
い
て
は
、
二
重
期
間
を
定
め
る
民
法
一
二
六
条
の
よ
う
な
規
定
ど
こ
ろ
か
、
そ
の
行
使
期
間
に
関
す
る
規
定
さ
え
設
け
ら
れ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
民
法
一
六
七
条
二
項
の
二
〇
年
の
時
効
期
間
に
服
す
る
と
解
す
る
説
も
見
ら
れ
た
が
（
九
〇
八
）、
形
成
権
が
消
滅
時
効
に
か
か
る
こ
と
は
な
い
し
、
二
〇
年
と
い
う
期
間
は
長
す
ぎ
る
た
め
に
、
こ
の
説
は
現
在
で
は
支
持
を
得
て
い
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
解
除
権
を
行
使
す
る
場
合
に
も
、
売
主
な
ど
の
担
保
責
任
を
追
求
す
る
場
合
や
取
消
権
を
行
使
す
る
場
合
と
同
じ
よ
う
に
、
①
解
除
の
意
思
表
示
を
す
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
で
問
題
が
解
決
す
る
場
合
と
、
②
解
除
権
を
行
使
し
た
後
に
、
原
状
回
復
や
損
害
賠
償（
塡
補
賠
償
）の
問
題
が
残
る
場
合
と
が
あ
る
。
①
の
場
合
に
は
、
解
除
権
は「
い
つ
ま
で
に
行
使
す
べ
き
か
」と
い
う
こ
と
が
問
題
に
な
る
が
、
②
の
場
合
に
は
、
解
除
権
の
行
使
期
間
と
原
状
回
復
請
求
権
や
塡
補
賠
償
請
求
権
の
行
使
期
間
を
区
別
し
て
考
え
る
の
か（
二
段
階
構
成
）、
両
者
を
一
体
と
し
て
考
え
る
の
か（
一
段
階
構
成
）と
い
う
こ
と
が
問
題
に
な
る
（
九
〇
九
）。
②
の
問
題
に
つ
き
、
形
成
権
は
、
そ
れ
自
身
と
し
て
は
内
容
の
な
い
も
の
で
あ
り
、
解
除
権
は
契
約
を
解
消
さ
せ
て
原
状
回
復
や
損
害
賠
償
を
請
求
す
る
手
段
に
す
ぎ
な
い
の
だ
か
ら
、
形
成
権
と
、
そ
の
行
使
に
よ
っ
て
主
張
し
う
る
法
律
効
果
と
を
一
体
と
見
て
、
形
成
権（
解
除
権
）の
存
続
中
に
両
者
を
主
張
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
解
す
る
の
が
、
正
当
で
あ
ろ
う
と
す
る
見
解
が
有
力
で
あ
る
（
九
一
〇
）。
し
か
し
、
こ
の
論
理
か
ら
す
れ
ば
、
形
成
権（
解
除
権
）は「
い
つ
ま
で
存
続
し
て
い
る
の
か
」と
い
う
こ
と
が
、
先
ず
問
題
に
な
る
。
そ
し
て
、
形
成
権（
解
除
権
）の
存
続
中
に
、
こ
れ
を
行
使
し
て
原
状
回
復
請
求
権
や
塡
補
賠
償
請
求
権
を
発
生
さ
せ
た
上
で
、
こ
れ
ら
の
権
利
を「
い
つ
ま
で
に
行
使
す
べ
き
か
」と
い
う
こ
と
が
問
題
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
解
除
権
に
つ
い
て
も
、
担
保
責
任
追
求
権
や
取
消
権
の
場
合
と
同
じ
よ
う
に
、
二
段
階
構
成
を
す
る
の
が
論
理
的
で
あ
る
。
ま
し
て
、
解
除
権
と
い
う
形
成
権
も
、
担
保
責
任
追
求
権
や
取
消
権
と
同
じ
よ
う
に
、
除
斥
期
間
に
し
か
服
さ
ず
、
消
滅
時
効
に
服
佐賀大学経済論集 第46巻第5号
98
す
る
こ
と
は
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
原
状
回
復
請
求
権
や
塡
補
賠
償
請
求
権
と
い
う
債
権
は
、
消
滅
時
効
に
服
す
る
の
が
原
則
で
、
除
斥
期
間
に
服
す
る
の
は
例
外
的
な
事
態
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
形
成
権
と
債
権
と
を
同
一
の
行
使
期
間
に
服
さ
せ
る
の
は
、
極
め
て
例
外
的
な
場
合
で
あ
る
か
ら
、
特
別
の
理
由
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
解
除
権
が
発
生
す
る
時
期
と
、
解
除
権
の
行
使
に
よ
っ
て
債
権
が
発
生
す
る
時
期
が
異
な
る
の
が
一
般
的
な
事
例
で
あ
る
か
ら
、
②
の
場
合
に
つ
い
て
は
、
①
の
場
合
の
解
除
権
の
行
使
期
間
の
考
察
を
前
提
に
し
て
解
決
す
る
必
要
が
あ
る
。
判
例
は
正
当
に
も
、
契
約
の
解
除
に
よ
る
原
状
回
復
請
求
権
は
契
約
の
解
除
に
よ
り
新
に
発
生
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
原
状
回
復
請
求
権
の
時
効
は
契
約
解
除
の
時
か
ら
進
行
す
る
と
し
て
（
九
一
一
）、
解
除
権
に
つ
い
て
も
二
段
階
構
成
を
し
て
い
る
。
し
か
し
、
解
除
権
が
債
権
と
同
じ
よ
う
に
特
定
人
に
対
す
る
権
利
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
一
〇
年（
商
行
為
の
場
合
は
五
年
）の
消
滅
時
効
に
服
す
る
と
す
る
（
九
一
二
）点
は
問
題
で
あ
る
。
判
例
が
解
除
権
は
一
〇
年（
な
い
し
五
年
）の
消
滅
時
効
に
服
す
る
と
し
て
い
る
の
は
、
民
法
一
六
七
条
二
項
に
よ
り
二
〇
年
の
時
効
期
間
に
服
す
る
と
し
た
の
で
は
長
す
ぎ
る
と
い
う
こ
と
を
配
慮
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
背
後
に
は
、
解
除
の
対
象
と
な
る
契
約
か
ら
生
じ
る
債
権
が
一
〇
年
の
時
効
に
よ
っ
て
消
滅
す
る
の
に
、
そ
の
契
約
を
解
除
す
る
権
利
が
二
〇
年
も
存
続
し
う
る
こ
と
に
な
る
の
は
、
不
合
理
で
あ
る
と
い
う
判
断
が
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
（
九
一
三
）。
し
か
し
、
解
除
権
と
い
う
形
成
権
を
債
権
と
同
じ
よ
う
に
取
扱
う
点
が
、
先
ず
問
題
で
あ
る
。
そ
し
て
、
解
除
権
が
発
生
し
た
後
、
一
〇
年
間
も
行
使
期
間
が
あ
る
と
し
て
、
解
除
権
の
行
使
に
よ
り
発
生
す
る
債
権
の
消
滅
時
効
期
間
と
同
じ
長
さ
の
期
間
、
解
除
権
を
行
使
し
な
く
て
も
良
い
と
す
る
の
で
は
紛
争
解
決
を
長
び
か
せ
る
だ
け
で
あ
り
、
合
理
的
で
は
な
い
（
九
一
四
）。
判
例
が
採
用
し
て
い
る
一
〇
年
と
い
う
の
は
、
解
除
権
の
消
滅
時
効
期
間
で
な
い
の
は
勿
論
の
こ
と
で
あ
る
が
、
形
成
権
の
行
使
期
間
で
あ
る
除
斥
期
間
で
も
な
く
、
解
除
権
は
こ
れ
以
上
の
期
間
、
存
続
す
る
こ
と
を
認
め
る
こ
と
の
出
来
な
い
最
長
期
間
を
指
し
て
い
る
と
受
け
取
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
と
は
い
え
、
解
除
権
だ
け
が
独
自
に
一
〇
年
間
も
存
続
す
る
こ
と
が
出
来
る
と
い
う
趣
旨
で
は
あ
る
ま
い
。
し
た
が
っ
て
、
解
除
権
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の
行
使
期
間
は
、
発
生
か
ら
一
〇
年
以
内
の
、
い
ず
れ
か
の
時
点
ま
で
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
理
論
的
に
は
、
取
引
の
実
状
に
照
ら
し
て
長
す
ぎ
も
せ
ず
、
短
か
す
ぎ
も
し
な
い
合
理
的
な
期
間
内
に
行
使
す
べ
き
で
あ
る
（
九
一
五
）と
い
う
ほ
か
は
な
い
。
と
い
う
の
は
、
こ
れ
を
決
め
る
の
は
実
用
法
学
の
課
題
で
あ
り
、
理
論
的
に
決
め
う
る
問
題
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
因
に
、
本
章
に
お
け
る
考
察
の
中
で
参
考
に
で
き
る
例
と
し
て
、
担
保
責
任
追
求
権
と
し
て
の
解
除
権
行
使
期
間
の
一
年
と
い
う
期
間（
民
五
六
四
条
・
五
六
六
条
三
項
・
六
三
七
条
一
項
）を
挙
げ
る
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
期
間
内
に
解
除
権
を
行
使
し
た
後
に
発
生
す
る
原
状
回
復
請
求
権
や
塡
補
賠
償
請
求
権
は
、
民
法
一
六
七
条
一
項
の
消
滅
時
効
に
服
す
る
こ
と
に
な
る
。
解
除
に
よ
っ
て
生
じ
る
原
状
回
復
請
求
権
よ
り
も
解
除
権
を
長
く
存
続
さ
せ
る
こ
と
は
権
衡
を
失
す
る
と
い
う
理
由
で
、
二
〇
年
説
よ
り
も
判
例
の
一
〇
年
説
を
支
持
さ
れ
る
我
妻
博
士
は
、
法
定
解
除
権
に
つ
い
て
本
来
の
債
務
の
消
滅
時
効
の
ほ
か
に
、
解
除
権
自
体
の
消
滅
時
効
を
考
え
る
こ
と
を
疑
問
と
さ
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
①
損
害
賠
償
義
務
は
債
務
不
履
行
責
任
の
一
つ
で
あ
り
、
本
来
の
債
務
と
同
一
性
を
有
し
て
い
る
か
ら
、
本
来
の
債
務
の
履
行
期
か
ら
一
〇
年
で
消
滅
時
効
に
か
か
る
は
ず
で
あ
る
し
、
原
状
回
復
義
務
に
つ
い
て
も
同
じ
で
あ
る
と
い
う
理
由
の
ほ
か
に
、
②
既
に
紹
介
し
た
よ
う
に
、
解
除
権（
形
成
権
）と
、
そ
の
行
使
に
よ
っ
て
主
張
し
う
る
法
的
効
果
を
一
体
と
し
て
主
張
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
考
え
方
を
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
（
九
一
六
）。
②
の
考
え
方
が
非
論
理
的
で
あ
る
こ
と
は
、
既
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
①
に
つ
い
て
も
、
解
除
権
の
行
使
に
よ
っ
て
発
生
す
る
原
状
回
復
請
求
権
や
塡
補
賠
償
請
求
権
が
、
本
来
の
債
務
の
履
行
期
か
ら
一
〇
年
で
消
滅
時
効
に
か
か
る
と
す
る
の
で
は
、
解
除
権
は
本
来
の
債
務
の
履
行
期
ま
で
は
行
使
し
う
る
こ
と
に
な
る
。
だ
が
、
そ
う
な
る
と
、
解
除
権
に
除
斥
期
間
を
認
め
る
意
義
が
無
く
な
り
、
債
権
の
時
効
だ
け
で
足
る
こ
と
に
な
る
（
九
一
七
）。
因
に
、
判
例
は
売
買
の
予
約
完
結
権
に
つ
い
て
も
、
解
除
権
と
同
じ
よ
う
な
理
由
で
一
〇
年
の
消
滅
時
効
に
か
か
る
と
し
て
い
る
（
九
一
八
）。
し
か
し
、
予
約
完
結
権
の
行
使
期
間
の
定
め
が
な
い
場
合
に
は
、
予
約
完
結
権
が
発
生
し
た
時
か
ら
、
そ
の
取
引
の
実
状
に
照
ら
し
て
相
当
の
期
間
内
に
行
使
す
べ
き
で
あ
り
、
一
〇
年
間
も
の
長
期
に
亘
り
行
使
し
な
く
て
も
よ
い
と
す
る
の
は
妥
当
で
は
あ
る
ま
い
。
ま
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し
て
、
こ
の
期
間
を
予
約
完
結
後
の
目
的
物
引
渡
請
求
権
の
行
使
期
間
と
一
体
化
し
た
消
滅
時
効
期
間
と
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
予
約
完
結
権
は
、
相
手
方
に
義
務
の
な
い
、
そ
し
て
一
回
の
行
使
に
よ
っ
て
消
滅
す
る
独
立
し
た
形
成
権
で
あ
り
、
消
滅
時
効
に
は
服
さ
な
い
権
利
だ
か
ら
で
あ
る
。
な
お
、
再
売
買
の
予
約
完
結
権
は
一
種
の
物
権
的
取
得
権
の
性
質
を
有
す
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
そ
の
行
使
期
間
は
二
〇
年
と
解
す
べ
き
で
は
な
い
か
、
と
す
る
説
が
あ
る
（
九
一
九
）。
し
か
し
、
こ
の
二
〇
年
は
予
約
完
結
権
と
い
う
形
成
権
の
消
滅
時
効（
民
一
六
七
条
二
項
）で
は
な
く
て
、
予
約
完
結
権
を
行
使
し
て
発
生
す
る
物
権
的
な
目
的
物
引
渡
請
求
権
が
、
相
手
方
の
取
得
時
効（
民
一
六
二
条
一
項
）の
成
立
に
よ
り
消
滅
す
る
時
効
期
間
と
解
す
べ
き
で
あ
る（
第
九
章
三
節
参
照
）。
注（
九
〇
八
）
幾
代
・
注（
五
一
）五
二
三
頁
注（
二
）。
（
九
〇
九
）
こ
の
他
に
も
形
成
権
の
行
使
期
間
に
関
す
る
問
題
は
あ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
北
川
・
注（
一
一
三
）注
民
⑸
三
二
〇
頁
以
下
。
（
九
一
〇
）
我
妻
・
注（
四
八
）総
則
四
三
九
頁
・
四
九
七
頁
、
同
・
債
権
各
論
上
巻﹇
岩
波
書
店
・
一
九
五
四
年
﹈二
〇
九
頁
。
同
旨
、
幾
代
・
注（
五
一
）五
二
四
頁
以
下
、
四
宮
・
注（
一
一
二
）三
三
一
頁﹇
補
注
﹈。
な
お
、
川
島
・
注（
五
〇
）総
則
四
四
一
頁
以
下
。
（
九
一
一
）
大
判
・
大
正
七
年
四
月
一
三
日
・
民
録
二
四
輯
六
六
九
頁
。
（
九
一
二
）
大
判
・
大
正
五
年
五
月
一
〇
日
・
民
録
二
二
輯
九
三
六
頁
、
大
判
・
大
正
六
年
一
一
月
一
四
日
・
民
録
二
三
輯
一
九
六
五
頁
。
（
九
一
三
）
川
島
・
注（
五
〇
）諸
問
題
一
八
五
頁
、
山
中
・
注（
五
七
）民
法
一
四
八
頁
。
（
九
一
四
）
同
旨
、
川
島
・
注（
五
〇
）諸
問
題
一
八
六
頁
。
（
九
一
五
）
同
旨
、
我
妻
・
注（
九
一
〇
）各
論
上
一
六
八
頁
。
（
九
一
六
）
我
妻
・
注（
四
八
）総
則
四
九
七
頁
、
同
・
注（
九
一
〇
）各
論
上
二
〇
七
頁
以
下
。
結
果
同
旨
、
幾
代
・
注（
五
一
）五
二
六
頁
注（
五
）、
四
宮
・
注（
一
一
二
）三
三
一
頁﹇
補
注
﹈。
（
九
一
七
）
同
旨
、
川
島
・
注（
五
〇
）諸
問
題
一
八
五
頁
。
（
九
一
八
）
大
判
・
大
正
四
年
七
月
一
三
日
・
民
録
二
一
輯
一
三
八
四
頁
、
大
判
・
大
正
六
年
二
月
九
日
・
新
聞
一
二
五
一
号
二
五
頁
、
大
判
・
大
正
一
〇
年
三
月
五
日
・
民
録
二
七
輯
四
九
三
頁
。
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な
お
、
判
例
は
借
地
法
一
〇
条（
現
・
借
地
借
家
一
三
条
）の
建
物
買
取
請
求
権
に
つ
い
て
も
、
一
〇
年
の
消
滅
時
効
を
認
め
る
。
最
判
・
昭
和
四
二
年
七
月
二
〇
日
・
民
集
二
一
巻
六
号
一
六
〇
一
頁
、（
本
件
の
評
釈
と
し
て
、
西
原
道
雄
・
民
商
法
雑
誌
五
八
巻
二
号﹇
一
九
六
八
年
﹈九
四
頁
以
下
）、
最
判
・
昭
和
五
四
年
九
月
二
一
日
・
判
時
九
四
五
号
四
三
頁
。
（
九
一
九
）
我
妻
・
注（
四
八
）総
則
四
九
七
頁
。
同
旨
、
四
宮
・
注（
一
一
二
）三
一
一
頁
注（
三
）。
反
対
、
川
島
・
注（
五
〇
）総
則
五
四
三
頁
注（
六
）。
一
六
権
利
行
使
の
期
間
制
限
と
し
て
短
期
と
長
期
の
二
重
の
期
間
を
定
め
て
い
る
民
法
の
規
定
に
は
、
こ
れ
ま
で
に
取
り
上
げ
て
来
た
一
二
六
条
や
七
二
四
条
の
ほ
か
に
、
四
二
六
条
・
八
八
四
条
・
九
一
九
条
三
項
・
一
〇
四
二
条
が
あ
る
。
し
か
し
、
民
法
四
二
六
条
は
出
訴
期
間
の
規
定
で
あ
り
、
中
断
や
援
用
が
問
題
に
な
る
余
地
は
な
い
。
つ
ま
り
、
裁
判
外
で
行
使
し
う
る
権
利
の
行
使
期
間
で
あ
る
消
滅
時
効
や
除
斥
期
間
と
は
区
別
す
る
必
要
が
あ
る（
第
二
章
四
節
参
照
）。
九
一
九
条
三
項
の
二
重
期
間
は
短
期
・
長
期
と
も
に
、
一
二
六
条
の
取
消
権
の
行
使
期
間
を
短
縮
し
た
形
に
な
っ
て
お
り
、
取
消
権
が
形
成
権
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
形
成
権
の
行
使
期
間
で
あ
る
除
斥
期
間
に
関
す
る
規
定
の
よ
う
に
も
見
え
る
（
九
二
〇
）。
し
か
し
、
昭
和
三
七
年
の
改
正
に
よ
り
、
相
続
の
承
認
や
放
棄
の
取
消
も
家
庭
裁
判
所
に
申
述
す
る
方
式
が
採
用
さ
れ（
現
九
一
九
条
四
項
）、
同
条
三
項
の
期
間
は
家
庭
裁
判
所
に
申
述
を
な
し
う
る「
手
続
期
間
」の
性
格
を
帯
び
る
に
至
っ
た
。
つ
ま
り
、
家
庭
裁
判
所
の
審
理
に
よ
り
、
期
間
が
経
過
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
と
、
受
理
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
る
（
九
二
一
）。
だ
と
す
れ
ば
、
期
間
経
過
の
利
益
の
援
用
や
援
用
権
の
放
棄
と
い
う
こ
と
は
問
題
に
な
り
得
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
私
見
に
よ
れ
ば
、
こ
の「
手
続
期
間
」は
除
斥
期
間
と
は
区
別
す
べ
き
こ
と
に
な
る（
第
二
章
八
節
参
照
）。
か
く
し
て
、
本
節
で
は
、
純
粋
に
実
体
法
上
の
権
利
行
使
期
間
で
あ
る
八
八
四
条
と
一
〇
四
二
条
の
二
重
期
間
に
つ
い
て
、
七
二
四
条
や
一
二
六
条
の
分
析
で
得
た
考
え
方
を
適
用
し
て
み
よ
う
。
八
八
四
条
や
一
〇
四
二
条
に
関
し
て
は
、
そ
の
適
用
対
象
と
な
る
権
利
や
二
重
期
間
の
法
的
性
質
に
つ
き
多
様
な
見
解
が
主
張
さ
れ
て
い
る
（
九
二
二
）。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
見
解
を
一
つ
一
つ
検
討
す
る
の
で
は
な
く
、
右
に
述
べ
た
よ
う
な
手
法
を
採
る
こ
と
で
、
二
重
期
間
に
つ
き
統
一
的
に
理
解
す
る
手
懸
り
が
得
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
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る
。と
こ
ろ
で
、
通
説
・
判
例
は
相
続
回
復
請
求
権
を
請
求
権
と
解
し
、
遺
留
分
減
殺
請
求
権
を
形
成
権
と
解
し
て
い
る
。
こ
の
見
解
を
前
提
に
し
た
場
合
、
八
八
四
条
の
二
重
期
間
は
七
二
四
条
の
二
重
期
間
と
同
じ
趣
旨
の
も
の
と
し
て
、
一
〇
四
二
条
の
二
重
期
間
は
一
二
六
条
の
二
重
期
間
と
同
じ
趣
旨
の
も
の
と
し
て
構
成
す
る
こ
と
が
出
来
る
か
否
か
が
問
題
と
な
る
。
八
八
四
条
前
段
の
短
期
期
間
は
、
七
二
四
条
前
段
の
短
期
期
間
と
同
じ
よ
う
に
、
請
求
権
の
消
滅
時
効
に
つ
き
最
初
の
中
断
を
な
し
て
お
く
べ
き
期
間
で
あ
り
、
時
効
期
間
と
解
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
後
段
の
長
期
期
間
は
、
七
二
四
条
後
段
の
長
期
期
間
と
同
じ
趣
旨
の
規
定
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
相
続
権
を
侵
害
さ
れ
た
事
実
を
知
ら
な
い
た
め
に
、
時
効
の
中
断
を
な
し
え
な
い
場
合
に
は
時
効
に
服
さ
せ
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
か
と
い
っ
て
、
い
つ
ま
で
も
未
解
決
の
ま
ま
に
し
て
お
く
わ
け
に
も
行
か
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
一
定
期
間
経
過
後
の
権
利
行
使
に
対
し
て
相
手
方
を
保
護
す
る
た
め
に
、
裁
判
所
の
手
を
借
り
た
権
利
の
実
現
は
な
し
え
な
い
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
八
八
四
条
後
段
の
長
期
期
間
は
、
裁
判
所
の
手
を
借
り
て
権
利
を
実
現
す
る
こ
と
の「
打
ち
切
り
」期
間
、
即
ち
、「
中
断
」と
い
う
手
続
と
は
無
縁
の
除
斥
期
間
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
八
八
四
条
は
七
二
四
条
と
同
じ
構
成
を
す
る
こ
と
が
出
来
る
。一
〇
四
二
条
に
関
し
て
は
、
①
贈
与
ま
た
は
遺
贈
が
履
行
さ
れ
て
い
な
い
場
合
と
、
②
そ
れ
が
履
行
さ
れ
て
い
る
場
合
と
に
分
け
て
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
。
①
の
場
合
は
、
一
二
六
条
の
取
消
に
つ
き
意
思
表
示
だ
け
で
問
題
が
解
決
す
る
場
合
に
相
当
し
、
②
の
場
合
は
、
一
二
六
条
の
取
消
に
つ
き
、
意
思
表
示
を
し
た
後
に
不
当
利
得
返
還
請
求
権
や
物
権
的
返
還
請
求
権
が
発
生
す
る
場
合
に
相
当
す
る
。一
〇
四
二
条
に
関
し
て
も
、
①
の
場
合
に
は
遺
留
分
減
殺
の
意
思
表
示
を
す
れ
ば
、
減
殺
さ
れ
る
分
に
つ
き
、
贈
与
や
遺
贈
を
履
行
す
べ
き
義
務
は
消
滅
し
、
そ
れ
で
問
題
は
解
決
す
る
。
そ
し
て
、
短
期
期
間
は「
相
続
の
開
始
及
び
減
殺
す
べ
き
贈
与
又
は
遺
贈
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
時
か
ら
一
年
」以
内
に
減
殺
請
求
権＝
形
成
権
を
行
使
す
べ
き
除
斥
期
間
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
長
期
期
間
の
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方
は「
相
続
の
開
始
及
び
減
殺
す
べ
き
贈
与
又
は
遺
贈
が
あ
っ
た
」こ
と
を
知
ら
な
い
た
め
に
、「
相
続
開
始
の
時
か
ら
十
年
」で
減
殺
請
求
権
を
行
使
し
え
な
い
こ
と
に
す
る「
打
ち
切
り
期
間
」で
あ
り
、
こ
れ
も
除
斥
期
間
で
あ
る
。
一
二
六
条
に
つ
い
て
は
、
五
年
も
二
〇
年
も
取
消
権
を
行
使
し
な
い
で
よ
い
期
間
を
認
め
る
必
要
が
あ
る
の
か
と
い
う
実
際
上
の
問
題
が
あ
る
が
、
一
〇
四
二
条
に
関
し
て
は
、
そ
の
よ
う
な
問
題
と
は
逆
に
、
一
年
で
は
短
か
す
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
の
方
が
問
題
に
さ
れ
て
い
る
（
九
二
二
ａ
）。
そ
れ
は
さ
て
措
き
、
②
の
贈
与
ま
た
は
遺
贈
が
履
行
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
減
殺
請
求
権
が
行
使
さ
れ
る
と
、
不
当
利
得
返
還
請
求
権
や
物
権
的
な
返
還
請
求
権
が
発
生
す
る
。
一
〇
四
二
条
の
短
期
期
間
も
長
期
期
間
も
、
減
殺
請
求
権＝
形
成
権
を
行
使
す
べ
き
期
間＝
除
斥
期
間
で
あ
る
と
解
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
期
間
は
①
の
場
合
だ
け
で
な
く
、
②
の
場
合
も
減
殺
請
求
権
の
行
使
の
み
に
関
す
る
期
間
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
一
〇
四
二
条
は
減
殺
請
求
を
し
た
後
に
発
生
す
る
不
当
利
得
返
還
請
求
権
や
物
権
的
返
還
請
求
権
の
行
使
期
間
・
即
ち
消
滅
時
効
の
期
間
を
定
め
た
規
定
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
（
九
二
三
）。
し
た
が
っ
て
、
不
当
利
得
返
還
請
求
権
は
民
法
一
六
七
条
一
項
の
一
〇
年
の
時
効
期
間
に
服
し
、
判
例
・
通
説
に
よ
れ
ば
、
物
権
的
返
還
請
求
権
は
消
滅
時
効
に
服
さ
ず
（
九
二
四
）、
自
主
占
有
者
に
よ
る
取
得
時
効
が
成
立
す
る
ま
で
は
、
い
つ
ま
で
も
物
権
的
返
還
請
求
権
を
行
使
で
き
る
こ
と
に
な
る
。
私
見
の
よ
う
に
、
所
有
権
に
つ
い
て
も
時
効
に
よ
る
消
滅
を
認
め
る
理
論
的
可
能
性
は
あ
る
と
し
、
物
権
的
請
求
権
に
つ
い
て
も
消
滅
時
効
を
認
め
る
に
し
て
も
、
中
断
の
繰
り
返
し
に
よ
る
紛
争
の
長
期
化
を
否
定
す
る
こ
と
は
出
来
な
い（
第
九
章
三
節
以
下
参
照
）。
そ
し
て
、
不
当
利
得
返
還
請
求
権
も
時
効
の
中
断
を
繰
り
返
す
こ
と
に
よ
り
、
か
な
り
長
期
間
に
亘
り
行
使
で
き
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
減
殺
請
求
権
を
行
使
し
た
後
の
財
産
の
取
戻
請
求
権
に
つ
き
、
相
続
回
復
請
求
権
に
対
す
る
除
斥
期
間（
民
八
八
四
条
後
段
）を
適
用
す
る
見
解
も
あ
る
（
九
二
五
）。
し
か
し
、
相
続
回
復
請
求
権
と
遺
留
分
減
殺
請
求
権
と
い
う
制
度
の
違
い
を
考
え
る
と
、
後
者
に
つ
い
て
独
自
の
除
斥
期
間
を
設
け
る
ほ
か
は
な
い
が
、
そ
れ
が
な
さ
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
に
立
法
の
不
備
が
あ
る
。
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注（
九
二
〇
）
民
法
九
一
九
条
三
項（
旧
二
項
）の
制
限
期
間
の
法
的
性
質
に
関
す
る
学
説
に
つ
い
て
は
、
谷
口
・
注（
一
二
四
）注
民
25
三
四
四
頁
、
同
・
注
（
一
二
四
）新
注
民
27
四
五
四
頁
、
平
井
一
雄「
相
続
承
認
・
放
棄
取
消
権
の
期
間
制
限
」法
律
時
報
五
五
巻
四
号（
一
九
八
三
年
）四
四
頁
・
四
六
頁
以
下
。
（
九
二
一
）
谷
口
・
注（
一
二
四
）注
民
25
三
四
四
頁
、
同
・
注（
一
二
四
）新
注
民
27
四
五
四
頁
。
（
九
二
二
）
八
八
四
条
の
相
続
回
復
請
求
権
や
二
重
期
間
の
法
的
性
質
に
関
す
る
学
説
を
概
観
・
整
理
し
た
文
献
に
つ
い
て
は
、
前
掲
注（
六
三
八
）参
照
。一
〇
四
二
条
の
遺
留
分
減
殺
請
求
権
や
二
重
期
間
の
法
的
性
質
に
関
す
る
学
説
を
概
観
・
整
理
し
た
文
献
と
し
て
、
半
田
・
注（
七
八
）法
時
五
五
巻
四
号
四
九
頁
以
下
、
高
木
・
注（
一
二
四
）注
民
26
四
〇
二
頁
以
下
、
同
・
注（
一
二
四
）新
注
民
28﹇
補
訂
版
﹈五
二
四
頁
以
下
、
瀬
川
・
注（
一
七
三
）争
点
Ⅰ
二
五
六
頁
以
下
。
（
九
二
二
ａ
）
高
木
・
注（
九
二
二
）新
注
民
28
五
二
五
頁
、
谷
口
・
後
掲
注（
九
二
三
）民
商
五
六
巻
二
号
一
二
八
頁
参
照
。
（
九
二
三
）
最
判
・
昭
和
四
一
年
七
月
一
四
日
・
民
集
二
〇
巻
六
号
一
一
八
三
頁
。
本
件
の
評
釈
と
し
て
、
谷
口
知
平
・
民
商
法
雑
誌
五
六
巻
二
号（
一
九
六
七
年
）一
二
三
頁
以
下
、
川
島
武
宜
・
法
学
協
会
雑
誌
八
四
巻
六
号（
一
九
六
七
年
）五
〇
頁
以
下
、
中
川
淳
編
・
判
例
相
続
法﹇
有
信
堂
・
一
九
七
〇
年
﹈一
九
九
頁
以
下﹇
高
木
多
喜
男
﹈、
南
方
暁
・
家
族
法
判
例
百
選
・
第
七
版（
二
〇
〇
八
年
）一
八
八
頁
以
下
。
最
判
・
昭
和
五
七
年
三
月
四
日
・
民
集
三
六
巻
三
号
二
四
一
頁
。
本
件
の
評
釈
と
し
て
、
副
田
隆
重
・
ジ
ュ
リ
ス
ト
七
九
二
号
・
昭
和
五
七
年
度
重
要
判
例
解
説（
一
九
八
三
年
）九
五
頁
以
下
、
中
川
淳
・
判
例
評
論
二
九
三
号（
一
九
八
三
年
）四
四
頁
以
下（
判
例
時
報
一
〇
七
六
号
二
〇
六
頁
以
下
）。
（
九
二
四
）
最
判
・
平
成
七
年
六
月
九
日
・
判
例
時
報
一
五
三
九
号
六
八
頁
は
、
遺
留
分
権
利
者
が
減
殺
請
求
に
よ
り
取
得
し
た
不
動
産
の
所
有
権
、
ま
た
は
共
有
持
分
権
に
基
づ
く
登
記
手
続
請
求
権
は
、
時
効
に
よ
っ
て
消
滅
す
る
こ
と
は
な
い
と
す
る
。
（
九
二
五
）
高
木
・
注（
九
二
三
）二
〇
七
頁
、
お
よ
び
前
掲
注（
九
二
四
）の
最
判
に
お
け
る
上
告
人
の
主
張
。
一
七
権
利
の
行
使
期
間
と
し
て
短
期
と
長
期
の
二
重
期
間
が
定
め
ら
れ
て
い
る
場
合
に
つ
き
、
請
求
権
の
行
使
期
間
を
定
め
て
い
る
七
二
四
条
と
八
八
四
条
は
、
短
期
を
中
断
が
認
め
ら
れ
る
消
滅
時
効
、
長
期
を
中
断
が
認
め
ら
れ
な
い
除
斥
期
間
と
解
す
る
こ
と
が
出
来
、
二
つ
の
条
文
は
パ
ラ
レ
ル
な
関
係
に
あ
る
と
い
う
こ
と
が
出
来
る
。
さ
ら
に
、
一
二
六
条
に
つ
い
て
も
短
期＝
取
消
に
よ
り
発
生
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し
た
権
利
の
消
滅
時
効
、
長
期＝
取
消
に
よ
り
発
生
し
た
権
利
の
除
斥
期
間
と
解
す
る
こ
と
も
出
来
る（
本
章
一
三
節
参
照
）。
そ
う
す
る
と
、
一
二
六
条
と
一
〇
四
二
条
は
、
形
成
権
の
行
使
期
間
を
定
め
て
い
る
点
で
共
通
す
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
両
者
は
パ
ラ
レ
ル
な
関
係
に
は
な
く
、
一
〇
四
二
条
に
つ
い
て
は
短
期＝
消
滅
時
効
、
長
期＝
除
斥
期
間
と
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
両
者
と
も
に
減
殺
請
求
権＝
形
成
権
の
行
使
期
間
で
あ
り
、
除
斥
期
間
だ
か
ら
で
あ
る
。
に
も
拘
わ
ら
ず
、
多
く
の
学
説
が
、
一
二
六
条
や
七
二
四
条
・
八
八
四
条
・
一
〇
四
二
条
の
み
な
ら
ず
、
出
訴
期
間
の
規
定
で
あ
る
四
二
六
条
や「
手
続
期
間
」の
規
定
で
あ
る
九
一
九
条
三
項
を
も
含
め
て
、
二
重
期
間
の
短
期
は
消
滅
時
効
で
あ
り
、
長
期
は
除
斥
期
間
で
あ
る
と
し
て
い
る
（
九
二
六
）。
さ
ら
に
は
、
各
条
文
ご
と
に
言
及
す
る
の
を
通
り
越
し
て
、
一
般
論
と
し
て
短
期＝
消
滅
時
効
、
長
期＝
除
斥
期
間
と
す
る
説
明
も
見
ら
れ
る
（
九
二
七
）。
し
か
し
、
一
〇
四
二
条
の
短
期
期
間
は
消
滅
時
効
で
は
な
く
、
除
斥
期
間
と
解
す
べ
き
で
あ
る
し
、
五
六
四
条
や
五
六
六
条
三
項
・
六
三
七
条
三
項
の
担
保
責
任
追
求
期
間
の
よ
う
に
一
年
と
い
う
短
期
の
除
斥
期
間
も
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
多
く
の
学
説
は「
な
ぜ
」長
期
期
間
を
除
斥
期
間
と
解
し
て
い
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
が
問
題
に
な
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
長
期
期
間
を
時
効
期
間
と
解
す
る
と
、
中
断
に
よ
っ
て
、
い
つ
ま
で
も
紛
争
が
解
決
せ
ず
、
権
利
が
不
安
定
な
状
態
に
置
か
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
そ
れ
に
終
止
符
を
打
つ
た
め
に
中
断
の
な
い
除
斥
期
間
に
服
さ
せ
る
と
す
る
見
解
が
あ
る
（
九
二
八
）。
中
断
が
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
除
斥
期
間
を
消
滅
時
効
と
区
別
す
る
決
定
的
な
メ
ル
ク
マ
ー
ル
で
あ
る
。
そ
し
て
、
中
断
が
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
紛
争
の
早
期
解
決
・
法
律
関
係
の
早
期
安
定
化
の
役
に
は
立
つ
。
し
か
し
、
前
記
の
担
保
責
任
に
関
す
る
規
定
や
民
法
六
〇
〇
条
の
よ
う
に
、
権
利
行
使
期
間
が
短
か
く
定
め
ら
れ
る
に
越
し
た
こ
と
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
中
断
を
認
め
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
、
二
〇
年
の
長
期
期
間
を
紛
争
の
早
期
解
決
・
法
律
関
係
の
早
期
安
定
化
の
た
め
の
除
斥
期
間
と
解
す
る
根
拠
と
す
る
の
は
安
易
す
ぎ
る
し
、
二
〇
年
の
期
間
が
経
過
す
る
直
前
の
中
断
を
認
め
た
り
、
再
び
二
〇
年
の
時
効
が
開
始
す
る
こ
と
を
認
め
る
わ
け
に
は
行
か
な
い
か
ら
、
こ
の
二
〇
年
を
消
滅
時
効
期
間
と
解
す
る
の
で
は
な
く
、
中
断
の
な
い
除
斥
期
間
で
あ
る
と
解
す
る
の
で
は
、
結
果
の
側
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か
ら
の
理
由
づ
け
に
な
っ
て
し
ま
う
。
あ
る
い
は
、
民
法
七
二
四
条
や
八
八
四
条
の
よ
う
に
、
時
効
期
間
の
進
行
が
主
観
的
要
素
な
ど
と
結
び
つ
い
て
い
る
短
期
の
消
滅
時
効
に
よ
る
期
間
制
限
だ
け
で
は
、
い
つ
ま
で
も
時
効
が
進
行
し
な
い
と
い
う
不
都
合
が
生
じ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
不
都
合
を
回
避
す
る
た
め
に
、
長
期
の
期
間
制
限
が
設
け
ら
れ
て
い
る
と
説
明
す
る
に
し
て
も
、
こ
の
長
期
期
間
を
除
斥
期
間
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
必
然
性
は
生
じ
な
い
と
い
う
批
判
が
あ
る
（
九
二
九
）。
こ
の
よ
う
な
疑
問
や
批
判
に
対
処
す
る
た
め
に
は
、
中
断
と
は
無
縁
の
形
成
権
の
み
な
ら
ず
、
中
断
に
よ
っ
て
保
存
さ
れ
る
は
ず
の
請
求
権（
債
権
や
物
権
的
請
求
権
）を
、「
な
ぜ
」中
断
の
な
い
短
期
や
長
期
の
除
斥
期
間
に
服
さ
せ
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
形
成
権
や
請
求
権
を
短
期
の
除
斥
期
間
に
服
さ
せ
る
の
は
、
紛
争
解
決（
あ
る
い
は
紛
争
解
決
へ
の
着
手
）を
早
期
化
す
る
た
め
で
あ
り
、
長
期
の
除
斥
期
間
に
服
さ
せ
る
の
は
、
紛
争
や
、
そ
の
解
決
の
、
そ
れ
以
上
の
長
期
化
を
防
ぐ
た
め
で
あ
る
（
九
三
〇
）。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
除
斥
期
間
は
裁
判
所
の
手
を
借
り
た
権
利
実
現
の
着
手
へ
の「
打
ち
切
り
」期
間
で
あ
る
が
、
出
訴
期
間
や
手
続
期
間
の
よ
う
に
国
家
が
強
権
的
に
打
ち
切
る
期
間
で
は
な
く
、
打
ち
切
る
か
否
か
は
当
事
者
の
判
断（
援
用
）に
委
ね
ら
れ
て
い
る
点
で
は
、
時
効
と
共
通
し
て
い
る
。
し
か
し
、
時
効
の
援
用
権
は
権
利
の
得
喪
を
発
生
さ
せ
る
形
成
権
で
あ
り
、
そ
の
効
果
は
起
算
点
に
遡
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
除
斥
期
間
の
援
用
権
は
相
手
方
の
権
利
行
使
の
効
果
の
発
生
を
阻
止
す
る
抗
弁
権
で
あ
り
、
遡
及
効
と
は
無
縁
で
あ
る
。
因
に
、
形
成
権（
例
え
ば
、
取
消
権
や
解
除
権
）を
行
使
し
た
結
果
、
請
求
権
が
発
生
す
る
場
合
に
、
形
成
権
と
請
求
権
の
行
使
期
間
を
一
体
化
し
て
考
え
る
立
場（
一
段
階
構
成
）で
は
、
一
段
的
に
構
成
す
る
期
間
制
限
の
法
的
性
質
を
消
滅
時
効
と
見
る
べ
き
か
、
除
斥
期
間
と
見
る
べ
き
か
は
、
請
求
権
に
つ
い
て
の
除
斥
期
間
な
る
も
の
を
認
め
ら
れ
る
か
否
か
と
い
う
問
題
に
か
か
っ
て
い
る
と
す
る
見
解
が
あ
る
（
九
三
一
）。
し
か
し
、
形
成
権
の
行
使
期
間
と
、
そ
の
行
使
の
結
果
と
し
て
発
生
す
る
請
求
権
の
行
使
期
間
を
一
体
化
し
て
考
え
る
の
は
論
理
的
で
は
な
い
し
、
中
断
と
は
無
縁
の
形
成
権
を
消
滅
時
効
に
服
さ
せ
る
こ
と
も
理
に
適
っ
て
い
な
い
。
中
断
と
い
う
手
続
を
内
在
さ
せ
て
い
る
消
滅
時
効
に
服
さ
せ
る
べ
き
請
求
権
を
除
斥
期
間
に
服
さ
せ
る
の
は
、
裁
判
所
の
手
を
借
り
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た
権
利
の
実
現
を
、
短
期
ま
た
は
長
期
の
打
ち
切
り
期
間
に
服
さ
せ
る
た
め
の
特
別
な
措
置
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
請
求
権
に
つ
い
て
の
除
斥
期
間
な
る
も
の
が
認
め
ら
れ
る
か
否
か
と
い
う
こ
と
が
、
い
ま
さ
ら
問
題
に
な
る
の
で
は
な
く
、
請
求
権
の
行
使
期
間
と
し
て
二
重
期
間
が
設
け
ら
れ
て
い
る
場
合
に
、
そ
れ
が
消
滅
時
効
な
の
か
、
除
斥
期
間
な
の
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
と
な
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
二
重
期
間
を
原
則
化
し
た
上
で
、
短
期
も
長
期
も
消
滅
時
効
と
す
る
見
解
が
あ
る
（
九
三
二
）。
し
か
し
、
こ
の
見
解
は
中
断
の
あ
る
消
滅
時
効
と
中
断
の
な
い
除
斥
期
間
の
違
い
や
、
両
者
の
意
義
・
役
割
を
根
本
か
ら
考
え
直
す
必
要
が
あ
る
。
と
り
わ
け
、「
中
断
の
な
い
時
効
」と
い
う
の
を
考
え
る
こ
と
が
出
来
る
か
ど
う
か
、
考
え
直
す
必
要
が
あ
る
。
注（
九
二
六
）
個
々
の
二
重
期
間
に
つ
き
、
長
期
期
間
を
除
斥
期
間
と
す
る
学
説
に
つ
い
て
は
、
林
・
注（
五
四
）駒
法
六
三
号
七
頁
注（
4
）参
照
。
（
九
二
七
）
近
江
・
注（
四
八
）三
七
五
頁
、
岡
本
・
注（
三
五
五
）手
形
三
一
九
号
七
頁
、
同
・
注（
三
五
五
）手
形
四
七
五
号
九
頁
な
ど
。
（
九
二
八
）
石
田（
喜
）・
注（
六
二
）法
セ
ミ
三
二
八
号
一
二
三
頁
、
川
島
・
注（
九
二
）債
権
法
七
四
頁
は
、
四
二
六
条
の
長
期
期
間
に
つ
き
、
こ
の
よ
う
な
考
え
方
を
さ
れ
る
。
し
か
し
、
本
条
の
期
間
は
、
短
期
も
長
期
も
出
訴
期
間
で
あ
る
。
（
九
二
九
）
松
久
・
注（
一
二
九
）法
教
一
〇
八
号
五
六
頁
。
（
九
三
〇
）
椿
・
注（
一
七
四
）法
教
二
二
八
号
八
〇
頁
は
、
短
期（
第
一
種
）除
斥
期
間
は
速
や
か
な
確
定
が
趣
旨
・
理
由
で
あ
り
、
長
期（
第
二
種
）除
斥
期
間
は
、
も
は
や
、
こ
れ
以
上
の
権
利
行
使
を
許
さ
な
い
こ
と
が
趣
旨
・
理
由
だ
と
さ
れ
る
。
な
お
、
椿
・
注（
四
三
）法
時
七
二
巻
一
一
号
五
〇
頁
。
（
九
三
一
）
幾
代
・
注（
五
一
）五
二
五
頁
。
（
九
三
二
）
鹿
野
・
注（
四
）私
法
七
一
号
九
四
頁
・
九
五
頁
、
同
・
注（
五
八
）別
冊
Ｎ
Ｂ
Ｌ
一
二
二
号
四
五
頁
・
四
六
頁
、
片
山
・
注（
一
二
四
）別
冊
Ｎ
Ｂ
Ｌ
一
二
二
号
九
九
頁
。
な
お
、
平
野
・
注（
四
）私
法
七
一
号
九
六
頁
。
一
八
民
法
七
二
四
条
を
手
始
め
と
し
て
、
権
利
行
使
に
二
重
の
期
間
制
限
が
定
め
ら
れ
て
い
る
事
例
に
つ
い
て
考
察
し
た
結
果
、
長
期
期
間
を
除
斥
期
間
で
あ
る
と
す
る
多
数
説
の
結
論
は
間
違
い
で
は
な
い
が
、
そ
の
理
由
づ
け
が
十
分
で
は
な
い
こ
と
、
そ
し
て
、
形
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成
権
の
み
な
ら
ず
、
債
権（
請
求
権
）も
除
斥
期
間
に
服
す
る
場
合
が
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
こ
の
よ
う
な
結
論
に
対
し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
二
重
期
間
規
定
の
制
度
趣
旨
を
個
別
に
考
慮
し
て
み
て
、
規
定
に
よ
っ
て
は
不
法
行
為
と
異
な
る
結
論
が
引
き
出
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
り
う
る
の
で
は
な
い
か
（
九
三
三
）、
と
い
う
批
判
が
加
え
ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
た
し
か
に
、
一
〇
四
二
条
の
長
期
期
間
も
除
斥
期
間
で
あ
る
と
い
う
点
で
は
七
二
四
条
の
長
期
期
間
と
共
通
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
両
者
の
短
期
期
間
の
間
に
は
、
一
〇
四
二
条
は
形
成
権
の
除
斥
期
間
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
七
二
四
条
は
債
権
の
消
滅
時
効
で
あ
る
と
い
う
違
い
が
あ
る
。
こ
れ
に
加
え
て
、
後
者
の
長
期
期
間
は
債
権
の
除
斥
期
間
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
前
者
の
長
期
期
間
は
形
成
権
の
除
斥
期
間
で
あ
り
、
一
〇
四
二
条
は
七
二
四
条
と
パ
ラ
レ
ル
な
関
係
に
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
違
い
が
生
じ
る
の
は
、
両
者
の
規
制
対
象
と
な
る
権
利
が
、
一
方
は
損
害
賠
償
請
求
権
と
い
う
債
権
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
他
方
は
遺
留
分
減
殺
請
求
権
と
い
う
形
成
権
で
あ
る
と
い
う
違
い
が
あ
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
七
二
四
条
と
一
〇
四
二
条
が
パ
ラ
レ
ル
な
関
係
に
な
い
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
こ
の
こ
と
を
問
題
に
し
て
も
何
の
意
味
も
な
い
。
問
題
に
す
べ
き
こ
と
は
、
遺
留
分
減
殺
請
求
権
を
行
使
し
た
後
に
発
生
す
る
、
減
殺
分
の
取
戻
権（
不
当
利
得
返
還
請
求
権
や
物
権
的
返
還
請
求
権
）の
行
使
期
間
に
つ
い
て
規
定
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
、
立
法
上
の
不
備
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
取
消
権
に
関
す
る
民
法
一
二
六
条
は
、
形
成
権
の
行
使
に
関
す
る
と
い
う
点
で
は
遺
留
分
減
殺
請
求
権
と
共
通
す
る
。
そ
し
て
、
一
二
六
条
を
取
消
権
行
使
に
よ
り
発
生
す
る
不
当
利
得
返
還
請
求
権
や
物
権
的
返
還
権
の
行
使
期
間
に
関
す
る
規
定
と
解
し
、
一
二
六
条
の
短
期
五
年
は
取
消
後
に
発
生
す
る
請
求
権
の
時
効
、
長
期
二
〇
年
は
取
消
す
こ
と
が
出
来
な
い
場
合
の
打
切
り
期
間＝
除
斥
期
間
と
解
す
る
こ
と
が
出
来
る
な
ら
ば
、
本
条
は
七
二
四
条
と
パ
ラ
レ
ル
な
関
係
に
な
る
。
一
〇
四
二
条
に
関
し
て
も
、
遺
留
分
減
殺
請
求
権
を
行
使
し
た
後
の
、
取
戻
権
の
行
使
期
間
の
規
定
を
設
け
る
な
ら
ば
、
一
二
六
条
や
七
二
四
条
と
パ
ラ
レ
ル
な
関
係
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
れ
は
扨
措
き
、
債
権（
請
求
権
）に
も
除
斥
期
間
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
配
慮
し
て
、
除
斥
期
間
と
い
う
概
念
を
整
理
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
つ
ま
り
、
除
斥
期
間
と
は
、
中
断
と
無
縁
の
形
成
権（
裁
判
外
で
行
使
し
う
る
形
成
権
）、
お
よ
び
中
断
を
想
定
し
え
な
い
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債
権（
請
求
権
）に
つ
い
て
、
一
定
期
間
経
過
後
に
権
利
の
行
使
が
な
さ
れ
た
場
合
に
、
相
手
方
の
期
間
経
過
の
援
用（
抗
弁
権
の
行
使
）に
よ
り
権
利
行
使
の
効
果
の
発
生
が
阻
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
期
間
で
あ
る
。
取
消
権
や
解
除
権
の
よ
う
な
形
成
権
が
期
間
経
過
後
に
行
使
さ
れ
、
相
手
方
が
期
間
経
過
の
抗
弁
を
主
張
を
す
る
と
、
取
消
や
解
除
の
効
果
の
発
生
は
阻
止
さ
れ
て
、
取
消
や
解
除
は
な
か
っ
た
の
と
同
じ
こ
と
に
な
る
。
こ
の
結
果
を
見
る
と
、
期
間
経
過
の
事
実
と
相
手
方
の
援
用
に
よ
り
、
取
消
権
や
解
除
権
と
い
う
形
成
権
そ
の
も
の
が
消
滅
し
て
、
形
成
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
出
来
な
く
な
っ
た
た
め
に
、
取
消
や
解
除
の
効
果
が
発
生
し
な
い
か
の
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
権
利
の
存
続
期
間
を
経
過
し
た
場
合
と
は
異
な
り
、
権
利
の
行
使
期
間
を
経
過
し
た
こ
と
が
原
因
で
形
成
権
は
消
滅
す
る
の
で
は
な
く
、
行
使
期
間
経
過
後
と
い
え
ど
も
、
一
度
行
使
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
形
成
権
は
消
滅
す
る
。
そ
し
て
、
相
手
方
が
期
間
経
過
の
抗
弁
権
を
行
使
し
た
た
め
に
、
取
消
権
や
解
除
権
を
行
使
し
た
効
果
の
発
生
は
阻
止
さ
れ
、
形
成
権
は
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
な
く
消
滅
す
る
の
で
あ
る
。
債
権（
請
求
権
）が
除
斥
期
間
経
過
後
に
行
使
さ
れ
、
相
手
方
が
期
間
経
過
の
抗
弁
を
主
張
を
す
る
と
、
債
権
を
行
使
し
た
効
果
の
発
生
は
阻
止
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
債
権
の
実
体
を
な
す
請
求
力
は
効
力
を
発
揮
す
る
こ
と
が
出
来
ず
、
裁
判
外
あ
る
い
は
裁
判
上
に
お
い
て
債
務
者
に
給
付
義
務
を
履
行
す
る
よ
う
に
求
め
る
こ
と
は
出
来
な
く
な
る（
そ
れ
を
求
め
て
も
法
的
効
力
を
有
し
な
い
）。
し
か
し
、
債
権
の
除
斥
期
間
は
、
消
滅
時
効
の
よ
う
に
、
債
権
そ
の
も
の
を
消
滅
さ
せ
て
し
ま
う
わ
け
で
は
な
い
。
消
滅
時
効
の
援
用
が
な
さ
れ
た
場
合
に
は
債
権
の
本
質
を
な
す
給
付
請
求
意
思
に
対
す
る
社
会
的
承
認
が
取
消
さ
れ
て
、
債
務
者
の
給
付
義
務
が
消
滅
す
る
結
果
、
こ
の
給
付
義
務
に
よ
っ
て
裏
付
け
ら
れ
て
い
る
請
求
力（
債
権
の
実
体
）も
消
滅
し
、
債
権
の
現
象
形
態
を
な
す
給
付
受
領
権
能
・
給
付
保
持
権
能
も
消
滅
し
て
し
ま
い
、
旧
債
務
者
が
給
付
を
す
れ
ば
非
債
弁
済
に
な
る
。
要
す
る
に
、
消
滅
時
効
援
用
権
は
形
成
権
で
あ
る（
第
六
章
五
節
参
照
）。
こ
れ
に
対
し
て
、
除
斥
期
間
の
援
用
権
は
抗
弁
権
で
あ
り
、
権
利
を
行
使
し
た
効
果
の
発
生
を
阻
止
す
る
が
、
債
権
そ
の
も
の
を
消
滅
さ
せ
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
除
斥
期
間
の
援
用
が
な
さ
れ
て
も
、
債
権
は
給
付
受
領
権
能
・
給
付
保
持
権
能
を
有
し
て
い
る
の
で
、
自
然
債
務
と
し
て
存
続
し
て
お
り
、
債
務
者
が
任
意
に
履
行
し
た
場
合
、
非
債
弁
済
に
は
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な
ら
ず
、
債
権
者
が
こ
れ
を
受
領
し
、
保
持
し
て
も
不
当
利
得
に
は
な
ら
な
い
。
注（
九
三
三
）
椿
・
注（
一
七
四
）法
教
二
二
八
号
八
一
頁
。
一
九
形
成
権
が
除
斥
期
間
経
過
後
に
行
使
さ
れ
て
、
相
手
方
が
期
間
経
過
の
抗
弁
権
を
行
使
し
た
場
合
に
、
形
成
権
そ
の
も
の
が
起
算
点
に
遡
っ
て
消
滅
す
る
の
で
は
な
い
。
そ
れ
と
同
じ
よ
う
に
、
債
権（
請
求
権
）が
除
斥
期
間
に
か
か
っ
た
場
合
、
そ
れ
が
消
滅
時
効
に
か
か
っ
た
場
合
と
は
異
な
り
、
起
算
点
に
遡
っ
て
消
滅
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
こ
の
こ
と
は
除
斥
期
間
に
は
中
断
が
な
い
こ
と
と
関
連
し
て
い
る
。
と
い
う
の
は
、
除
斥
期
間
は
時
効
の
よ
う
に
権
利
の
得
喪
を
も
た
ら
す
制
度
で
は
な
く
、
権
利
の
実
現
へ
の
着
手
を「
打
ち
止
め
」に
し
、
権
利
を
行
使
し
た
効
果
が
発
生
す
る
こ
と
を
阻
止
す
る
制
度
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
期
間
経
過
後
に
お
け
る
権
利
行
使
に
法
的
効
果
を
認
め
な
い
こ
と
に
す
れ
ば
足
り
、
権
利
そ
の
も
の
を
、
し
か
も
起
算
点
に
遡
っ
て
消
滅
さ
せ
る
必
要
は
な
い
。
そ
れ
故
に
、
権
利
が
消
滅
し
な
い
よ
う
に
し
、
蘇
生
さ
せ
る
た
め
の
中
断
と
い
う
手
続
を
認
め
る
必
要
も
な
い
。
他
方
、
除
斥
期
間
経
過
前
に
権
利
が
行
使
さ
れ
た
な
ら
ば
、
そ
れ
で
、
権
利
実
現
の「
打
ち
止
め
」期
間
と
し
て
の
除
斥
期
間
の
役
目
は
果
た
さ
れ
て
お
り
、
時
効
の
よ
う
に
権
利
行
使
期
間
の
進
行
を
な
か
っ
た
こ
と
に
し
て
、
そ
の
時
点
か
ら
改
め
て
権
利
行
使
期
間
の
経
過
を
進
行
さ
せ
る
必
要
は
な
い
。
時
効
期
間
経
過
前
の
権
利
行
使
で
あ
れ
ば
、
時
効
中
断
の
効
力
が
発
生
す
る
と
い
う
特
別
の
意
味
が
あ
る
。
し
か
し
、
除
斥
期
間
経
過
前
に
形
成
権
を
行
使
す
る
と
、
形
成
権
は
形
成
力
を
発
揮
し
、
目
的
を
達
成
し
て
消
滅
す
る
。
そ
し
て
、
形
成
権（
例
え
ば
、
取
消
権
や
解
除
権
）を
行
使
し
た
結
果
、
債
権（
請
求
権
）が
発
生
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
時
点
か
ら
、
こ
の
債
権
に
つ
い
て
消
滅
時
効（
あ
る
い
は
除
斥
期
間
）が
進
行
す
る
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
で
、
形
成
権
や
除
斥
期
間
に
つ
い
て
も
中
断
は
認
め
ら
れ
る
と
す
る
見
解
、
と
り
わ
け
形
成
権
に
つ
い
て
も
除
斥
期
間
内
に
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訴
え
を
提
起
す
る
と
中
断
を
認
め
る
こ
と
が
出
来
る
と
す
る
見
解
、
さ
ら
に
は
形
成
権
も
消
滅
時
効
に
か
か
る
と
す
る
見
解
が
あ
る（
第
一
〇
章
四
節
参
照
）。
し
か
し
、
形
成
権
や
除
斥
期
間
に
つ
い
て
中
断
が
あ
っ
た
り
、
形
成
権
が
消
滅
時
効
に
か
か
る
の
で
は
な
く
て
、
形
成
権
が
除
斥
期
間
内
に
行
使
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
債
権（
請
求
権
）が
発
生
す
る
場
合
に
、
こ
の
債
権
が
消
滅
時
効
に
か
か
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
除
斥
期
間
と
消
滅
時
効
が
関
連
し
て
い
る
こ
と
も
あ
る
が
、
両
者
は
別
の
制
度
・
別
の
権
利
行
使
期
間
と
し
て
区
別
す
る
必
要
が
あ
る
。
要
す
る
に
、
消
滅
時
効
と
除
斥
期
間
は
権
利
の
行
使
期
間
で
あ
っ
て
、
権
利
の
存
続
期
間
で
は
な
い
し
、
出
訴
期
間
や
手
続
期
間
で
は
な
い
と
い
う
点
で
共
通
し
て
い
る
。
し
か
し
、
権
利
そ
の
も
の
の
得
喪
が
生
じ
る
時
効
と
は
異
な
り
、
除
斥
期
間
は
権
利
そ
の
も
の
を
消
滅
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
権
利
行
使
の
効
果
が
発
生
す
る
の
を
阻
止
す
る
制
度
に
す
ぎ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
権
利
そ
の
も
の
が
消
滅
し
な
い
よ
う
に
す
る
手
続
と
し
て
の
中
断
は
除
斥
期
間
に
は
必
要
で
な
い
し
、
権
利
実
現
の「
打
ち
止
め
」期
間
で
あ
る
除
斥
期
間
に
中
断
を
認
め
て
、
行
使
期
限
が
迫
っ
て
い
る
権
利
を
蘇
生
さ
せ
て
も
何
の
意
味
も
な
い
。
二
〇
中
断
の
有
無
は
債
権
の
消
滅
時
効
と
形
成
権
の
除
斥
期
間
を
区
別
す
る
メ
ル
ク
マ
ー
ル
で
あ
る
が（
第
一
〇
章
五
節
・
一
八
節
参
照
）、
債
権
の
消
滅
時
効
と
債
権
の
除
斥
期
間
を
区
別
す
る
メ
ル
ク
マ
ー
ル
で
も
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
中
断
の
有
無
は
消
滅
時
効
と
除
斥
期
間
を
区
別
す
る
メ
ル
ク
マ
ー
ル
で
あ
り
、
消
滅
時
効
の
援
用
に
遡
及
効
が
認
め
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
除
斥
期
間
の
援
用
に
遡
及
効
が
な
い
の
は
、
除
斥
期
間
の
経
過
は
消
滅
時
効
の
よ
う
に
権
利
そ
の
も
の
を
消
滅
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
期
間
経
過
後
の
権
利
行
使
の
効
力
の
発
生
を
阻
止
す
る
に
す
ぎ
な
い
こ
と
と
関
連
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
は
除
斥
期
間
が
中
断
と
は
無
縁
で
あ
る
こ
と
に
も
繋
が
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
消
滅
時
効
は
中
断
と
論
理
必
然
的
な
関
連
性
が
あ
る
の
に
対
し
て
、
除
斥
期
間
に
中
断
が
な
い
こ
と
に
も
論
理
必
然
的
な
関
連
性
が
あ
る
。
に
も
拘
わ
ら
ず
、
中
断
の
有
無
は
消
滅
時
効
と
除
斥
期
間
を
区
別
す
る
メ
ル
ク
マ
ー
ル
で
は
な
く
、
両
者
の
違
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い
は
援
用
の
要
否
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
さ
れ
る
松
久
教
授
は
（
九
三
四
）、
形
成
権
の
期
間
制
限
は
除
斥
期
間
で
あ
る
と
一
般
的
に
い
う
こ
と
は
出
来
な
い
と
さ
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
形
成
権
に
は
中
断
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
従
来
の
学
説
は
形
成
権
は
消
滅
時
効
で
は
な
く
除
斥
期
間
に
服
す
る
と
し
て
い
る
が
、
中
断
が
な
い
と
い
う
こ
と
は
形
成
権
と
い
う
権
利
の
性
質
か
ら
く
る
も
の
で
あ
り
、
形
成
権
も
消
滅
時
効
に
か
か
る
が
、
権
利
の
性
質
上
、
中
断
は
な
い
と
い
え
ば
済
む
こ
と
に
も
な
り
、
形
成
権
に
中
断
が
な
い
と
い
う
だ
け
で
は
、
形
成
権
が
除
斥
期
間
に
服
す
る
こ
と
の
積
極
的
な
理
由
と
は
な
ら
な
い
と
さ
れ
る
（
九
三
五
）。
こ
の
よ
う
な
考
え
方
か
ら
す
る
と
、「
中
断
の
な
い
消
滅
時
効
」も
あ
り
得
る
こ
と
に
な
り﹇
前
掲
注（
八
一
二
）参
照
﹈、
中
断
の
有
無
は
消
滅
時
効
と
除
斥
期
間
を
区
別
す
る
メ
ル
ク
マ
ー
ル
で
は
あ
り
得
な
い
こ
と
に
な
る
。
ま
し
て
、
形
成
権
に
も
中
断
が
認
め
ら
れ
る
と
し
た
り
、
形
成
権
も
消
滅
時
効
に
か
か
る
と
す
る
最
近
の
学
説﹇
第
一
〇
章
四
節
参
照
﹈か
ら
す
れ
ば
、
消
滅
時
効
と
除
斥
期
間
を
峻
別
す
る
こ
と
さ
え
疑
問
と
さ
れ
、
除
斥
期
間
と
時
効
の
中
間
的
な
処
理
や
中
間
的
な
概
念
の
必
要
性
が
説
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
来
る﹇
本
章
一
一
節
参
照
﹈。
し
か
し
、
第
一
〇
章
二
節
と
五
節
に
お
い
て
述
べ
た
よ
う
に
、
形
成
権
は
一
度
行
使
す
る
と
消
滅
す
る
権
利
で
あ
る
か
ら
、
権
利
の
行
使
に
よ
る
中
断
と
い
う
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
さ
ら
に
、
こ
の
こ
と
と
も
関
連
し
て
い
る
が
、
形
成
権
は
債
権
の
よ
う
に
相
手
方
の
義
務
に
よ
っ
て
裏
づ
け
ら
れ
て
い
る
権
利
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
権
利
の
不
行
使
に
よ
り
相
手
方
の
義
務
が
消
滅
し
、
そ
の
た
め
に
自
己
の
有
す
る
権
利
も
消
滅
す
る
と
い
う
こ
と
も
な
い
。
と
い
う
こ
と
は
、
相
手
方
の
義
務
を
消
滅
さ
せ
な
い
よ
う
に
し
て
、
自
己
の
権
利
が
消
滅
し
な
い
よ
う
に
防
衛
し
、
時
間
の
徒
過
に
よ
っ
て
消
滅
し
か
か
っ
て
い
る
権
利
を
蘇
生
さ
せ
る
た
め
の
中
断
と
い
う
手
続
は
、
債
権
に
は
不
可
欠
な
手
続
で
あ
る
が
、
形
成
権
に
は
無
用
の
も
の
で
あ
る
。
形
成
権
に
は
中
断
が
な
く
、
形
成
権
は
消
滅
時
効
に
は
服
さ
ず
、
除
斥
期
間
に
服
す
る
だ
け
で
あ
る
と
す
る
通
説
も
、
右
に
述
べ
た
よ
う
な
こ
と
は
説
い
て
い
る﹇
前
掲
注（
一
〇
八
）・（
八
〇
七
）参
照
﹈。
し
か
し
、
形
成
権
に
は
中
断
が
な
い
と
い
う
だ
け
で
は
、
中
断
の
有
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無
が
消
滅
時
効
と
除
斥
期
間
を
区
別
す
る
絶
対
的
な
基
準
と
は
い
え
な
い
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
主
張
を
裏
付
け
る
た
め
に
は
、
⑴
消
滅
時
効
と
中
断
と
い
う
手
続
が
内
在
的
に
結
び
つ
い
て
お
り
、「
中
断
の
な
い
消
滅
時
効
」と
い
う
の
は
自
己
矛
盾
で
あ
る
こ
と﹇
本
章
一
一
節
参
照
﹈、
そ
し
て
、
⑵
本
来
な
ら
ば
消
滅
時
効
に
服
す
べ
き
債
権
が
除
斥
期
間
に
服
さ
せ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
①
消
滅
時
効
の
中
断
を
し
よ
う
に
も
、
そ
れ
が
出
来
な
い
場
合
や
、
②
一
定
期
間
内
に
裁
判
外
で
請
求
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
債
権
の
請
求
力
を
保
存
さ
せ
る
場
合
で
あ
り
、
い
ず
れ
の
場
合
も
中
断
と
は
無
縁
で
あ
る
と
い
う
こ
と﹇
本
章
一
〇
節
・
一
一
節
参
照
﹈を
説
明
す
る
必
要
が
あ
る
。
因
に
、
形
成
権
も
消
滅
時
効
に
か
か
り
、
中
断
も
認
め
ら
れ
る
と
す
る
見
解
に
と
っ
て
、
法
的
根
拠
に
な
る
の
は
、
民
法
一
二
六
条
や
一
〇
四
二
条
が「
時
効
に
よ
っ
て
消
滅
す
る
」と
明
記
し
て
い
る
こ
と
の
ほ
か
に
、
民
法
一
六
七
条
二
項
が
消
滅
時
効
の
対
象
と
な
る
権
利
か
ら
形
成
権
を
除
外
し
て
い
な
い
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
（
九
三
六
）。
し
か
し
、
形
成
権
は
一
六
七
条
二
項
の
財
産
権
に
含
ま
れ
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
が
問
題
で
あ
る
（
九
三
七
）。
注（
九
三
四
）
松
久
・
注（
二
）講
座
⑴
五
九
一
頁
注（
6
）、
同
・
注（
一
二
九
）法
教
一
〇
八
号
五
四
頁
。
な
お
、
松
久
説
と
同
旨
の
学
説
に
つ
い
て
は
、
前
掲
注（
一
七
六
）参
照
。
（
九
三
五
）
松
久
・
注（
一
二
九
）法
教
一
〇
八
号
五
五
頁
。
一
部
同
旨
、
半
田
・
注（
七
八
）法
時
五
五
巻
四
号
五
一
頁
、
新
井
・
注（
八
〇
九
）早
院
論
集
五
七
号
二
八
頁
注（
66
）。
な
お
、
中
川
・
注（
四
八
）三
三
頁
。
（
九
三
六
）
北
川
・
注（
一
一
三
）注
民
⑸
三
〇
五
頁
。
（
九
三
七
）
我
妻
栄「
権
利
を
怠
る
こ
と
に
よ
る
権
利
の
失
効
」前
掲
注（
二
六
三
）民
法
研
究
Ⅱ
五
一
頁（
初
出
・
ジ
ュ
リ
ス
ト
九
九
号﹇
一
九
五
六
年
﹈）。
な
お
、
風
間
・
注（
六
七
五
）府
大
経
済
四
八
号
三
二
頁
・
三
三
頁
。
二
一
消
滅
時
効
と
除
斥
期
間
の
違
い
は
援
用
の
要
否
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
さ
れ
る
松
久
教
授
は
、
⑴
一
定
期
間
経
過
後
の
債
務
の
履
行
を
非
債
弁
済（
民
七
〇
五
条
）と
す
べ
き
場
合
、
お
よ
び
⑵
そ
も
そ
も
、
義
務
者
の
履
行
が
考
え
ら
れ
な
い
場
合
は
、
除
斥
期
間
で
は
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な
い
か
と
い
う
仮
説
を
立
て
て
お
ら
れ
る
（
九
三
八
）。
こ
れ
ら
の
場
合
に
援
用
が
不
要
と
さ
れ
る
こ
と
と
、
ど
の
よ
う
な
関
係
が
あ
る
の
か
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
⑵
は
形
成
権
の
場
合
で
あ
る
。
債
権
と
は
異
な
り
、
形
成
権
に
は
相
手
方
の
給
付
義
務
の
履
行
と
い
う
こ
と
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
相
手
方
の
義
務
の
消
滅
に
連
動
し
て
も
た
ら
さ
れ
る
権
利
の
消
滅
を
防
止
す
る
た
め
の
中
断
と
い
う
手
続
は
形
成
権
に
は
無
縁
で
あ
り
、
形
成
権
は
消
滅
時
効
で
は
な
く
除
斥
期
間
に
服
す
る
の
で
あ
る（
第
一
〇
章
五
節
参
照
）。
従
来
の
学
説
が
形
成
権
は
除
斥
期
間
に
服
す
る
の
み
で
、
消
滅
時
効
に
服
す
る
こ
と
は
な
い
と
す
る
理
由
と
し
て
は
、
形
成
権
は
一
度
行
使
す
る
と
消
滅
し
て
し
ま
い
、
中
断
と
い
う
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
と
す
る
点
が
重
視
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
形
成
権
を
行
使
し
た
効
果
と
し
て
不
当
利
得
返
還
請
求
権
が
発
生
す
る
こ
と
が
あ
る
に
せ
よ
、
形
成
権
そ
の
も
の
は
相
手
方
の
給
付
義
務
の
履
行
と
い
う
事
態
と
は
無
関
係
で
あ
る
こ
と
も
、
形
成
権
に
は
中
断
が
な
く
、
消
滅
時
効
に
服
さ
な
い
理
由
の
一
半
を
な
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
松
久
教
授
が
中
断
の
有
無
は
消
滅
時
効
と
除
斥
期
間
を
区
別
す
る
基
準
で
は
な
い
と
し
な
が
ら
、
義
務
者
の
履
行
を
考
え
ら
れ
な
い
場
合
に
は
除
斥
期
間
に
服
す
る
と
さ
れ
る
の
は
、
私
見
か
ら
す
れ
ば
矛
盾
し
た
見
解
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
と
い
う
の
は
、
形
成
権
の
場
合
、
義
務
の
履
行
と
は
関
係
が
な
い
か
ら「
中
断
」と
は
無
縁
で
あ
り
、
そ
れ
故
に
消
滅
時
効
で
は
な
く
除
斥
期
間
に
服
す
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
私
見
の
よ
う
に
除
斥
期
間
に
つ
い
て
も
援
用
は
必
要
で
あ
る
と
す
る
立
場
か
ら
す
れ
ば（
第
一
〇
章
八
節
以
下
参
照
）、
援
用
の
要
否
は
消
滅
時
効
と
除
斥
期
間
を
区
別
す
る
基
準
に
は
な
り
得
な
い
。
さ
ら
に
、
私
見
の
よ
う
に
、
除
斥
期
間
に
つ
い
て
も
援
用
が
必
要
で
あ
る
と
す
る
立
場
で
は
、
債
権（
請
求
権
）が
除
斥
期
間
に
か
か
る
と
、
債
務
者
の
期
間
経
過
の
抗
弁
に
よ
り
債
権
そ
の
も
の
が
消
滅
し
て
し
ま
う
こ
と
は
な
い
が
、
債
権
の
実
体
を
な
す
請
求
力
が
効
力
を
発
揮
す
る
こ
と
は
出
来
な
く
な
り
、
債
権
者
の
権
利
行
使
の
効
果
の
発
生
は
阻
止
さ
れ
て
、
爾
後
、
自
然
債
務
と
し
て
存
続
す
る
こ
と
に
な
り
、
こ
の
自
然
債
務
の
履
行
は
非
債
弁
済
と
は
な
ら
な
い（
本
章
八
節
参
照
）。
こ
の
よ
う
に
、
債
権
が
除
斥
期
間
に
か
か
っ
て
も
自
然
債
務
に
転
化
す
る
だ
け
で
あ
り
、
消
滅
時
効
に
か
か
っ
た
場
合
の
よ
う
に
、
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完
全
に
消
滅
し
て
し
ま
う
わ
け
で
は
な
い
。
債
権
が
消
滅
時
効
に
か
か
っ
て
消
滅
し
て
い
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
債
務
者
が
給
付
を
す
れ
ば
非
債
弁
済
と
な
り
う
る
が
、
除
斥
期
間
に
か
か
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
よ
う
な
問
題
は
発
生
し
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
松
久
教
授
は
「
な
ぜ
」⑴
の
非
債
弁
済
と
す
べ
き
場
合
を
除
斥
期
間
と
さ
れ
る
の
か
理
解
で
き
な
い
だ
け
で
な
く
、
消
滅
時
効
と
除
斥
期
間
の
違
い
を
、
ど
の
よ
う
に
解
さ
れ
て
い
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
さ
え
理
解
で
き
な
く
な
っ
て
く
る
。
松
久
教
授
が
除
斥
期
間
に
関
し
て
前
記
の
よ
う
な
仮
説
を
立
て
ら
れ
る
の
は
、
民
法
七
二
四
条
後
段
の
二
〇
年
の
長
期
期
間
を
除
斥
期
間
と
す
る
説
に
関
連
し
て
、
訴
訟
係
属
中
に
二
〇
年
の
期
間
が
経
過
し
た
場
合
に
、
除
斥
期
間
の
経
過
に
よ
り
権
利
者
敗
訴
と
い
う
の
で
は
権
利
者
に
酷
で
あ
る
と
い
う
配
慮
に
基
づ
い
て
い
る
（
九
三
九
）。
し
か
し
、
権
利
実
現
の
着
手
へ
の「
打
ち
止
め
」期
間
と
し
て
の
除
斥
期
間
は
、
相
手
方
の
期
間
経
過
の
援
用
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
以
後
は
裁
判
所
の
手
を
借
り
て
権
利
を
実
現
す
る
こ
と
が
許
容
さ
れ
な
く
な
る
期
間
で
は
あ
る
が
、
権
利
の
存
在
を
許
容
し
な
く
な
る
存
続
期
間
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
二
〇
年
の
除
斥
期
間
が
経
過
す
る
前
に
損
害
賠
償
請
求
権
を
行
使
し
て
お
け
ば
権
利
行
使
期
間
と
し
て
の
除
斥
期
間
は
遵
守
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
後
で
二
〇
年
の
期
間
が
経
過
し
て
も
、
そ
こ
で
権
利
実
現
の「
打
ち
止
め
」が
な
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
松
久
教
授
の
よ
う
な
配
慮
を
す
る
必
要
が
な
い
こ
と
は
、
次
節
に
お
い
て
中
島（
玉
）説
や
我
妻
説
に
関
し
て
述
べ
る
と
お
り
で
あ
る
。
注（
九
三
八
）
松
久
・
注（
二
）講
座
⑴
五
九
一
頁
注（
6
）。
（
九
三
九
）
松
久
・
注（
二
）講
座
⑴
五
九
一
頁
注（
6
）、
同
・
注（
一
二
九
）法
教
一
〇
八
号
五
四
頁
。
二
二
前
節
で
紹
介
し
た
松
久
教
授
の
除
斥
期
間
に
関
す
る
不
都
合
の
指
摘
は
、
既
に
中
島（
玉
）博
士
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
中
島
博
士
は
、
除
斥
期
間
は
消
滅
時
効
と
同
じ
く
、
如
何
な
る
権
利
に
対
し
て
も
設
け
る
こ
と
が
出
来
る
が
、
請
求
権
に
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対
し
て
設
け
る
場
合
に
は
、
訴
訟
の
継
続
中
に
除
斥
期
間
が
到
来
す
る
と
、
原
告
敗
訴
に
な
る
と
い
う
不
都
合
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
た
（
九
四
〇
）。
博
士
は
形
成
権
も
消
滅
時
効
に
服
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
る
か
の
よ
う
な
見
解
を
述
べ
て
い
る
点
も
問
題
で
あ
る
が
、
除
斥
期
間
と
権
利
の
存
続
期
間
を
区
別
す
る
こ
と
な
く
、
両
者
を
同
一
視
さ
れ
て
い
る
（
九
四
一
）こ
と
が
問
題
で
あ
る
。
中
島
説
に
含
ま
れ
て
い
る
後
者
の
難
点
に
気
付
か
ず
に
、「
訴
訟
手
続
の
遅
延
の
た
め
に
、
訴
訟
中
に
権
利
が
消
滅
す
る
よ
う
で
は
、
権
利
者
に
と
っ
て
甚
だ
し
く
不
利
で
あ
る
」と
さ
れ
る
我
妻
博
士
は
、中
島
博
士
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
不
都
合
を
解
消
す
る
た
め
に
、「
除
斥
期
間
は
権
利
の
行
使
に
着
手
さ
れ
る
ま
で
の
期
間
と
な
し
、
そ
の
期
間
内
に
訴
え
を
提
起
す
れ
ば
よ
い
と
解
す
る
の
が
正
当
で
あ
ろ
う
」と
さ
れ
る
（
九
四
二
）。
そ
し
て
、
民
法
起
草
者
が
除
斥
期
間
を
設
け
る
理
由
と
し
て「
権
利
ノ
特
ニ
速
ニ
行
使
セ
ラ
ル
ル
コ
ト
」を
掲
げ
て
い
た（九
四
三
）
の
に
対
し
て
、
我
妻
博
士
は「
権
利
関
係
を
速
や
か
に
確
定
し
よ
う
と
す
る
こ
と
で
あ
る
」と
修
正
さ
れ
て
い
る
（
九
四
四
）。
要
す
る
に
、
我
妻
博
士
は
、
除
斥
期
間
は
一
定
の
権
利
に
つ
い
て
法
律
の
予
定
す
る
存
続
期
間
で
あ
り
、
権
利
そ
の
も
の
の
存
続
期
間
で
あ
る
（
九
四
五
）と
し
て
、
除
斥
期
間
と
存
続
期
間
を
区
別
し
な
い
中
島
説
の
難
点
を
引
継
が
れ
て
い
る
。
し
か
も
、
中
島
博
士
は
除
斥
期
間
と
出
訴
期
間
を
区
別
さ
れ
て
い
た
（
九
四
六
）の
に
対
し
て
、
我
妻
博
士
は
両
者
の
区
別
を
も
消
し
去
っ
て
、
法
定
の
権
利
行
使
期
間
内
に
権
利
を
実
現
す
る
た
め
に
訴
を
提
起
す
る
こ
と
を
要
求
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
（
九
四
七
）。
そ
の
結
果
、
除
斥
期
間
と
存
続
期
間
・
出
訴
期
間
の
区
別
が
つ
か
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、
第
二
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
権
利
の
期
間
制
限
に
関
す
る
諸
概
念
の
混
乱
に
拍
車
が
か
け
ら
れ
て
い
る
。
中
島
博
士
が
指
摘
さ
れ
た
除
斥
期
間
の
不
都
合
は
、
除
斥
期
間
と
権
利
の
存
続
期
間
を
明
確
に
区
別
す
れ
ば
、
解
消
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
時
効
期
間
と
同
じ
よ
う
に
権
利
行
使
期
間
で
あ
る
除
斥
期
間
は
、
権
利
の
存
続
期
間
と
は
異
な
り
、
そ
の
期
間
の
満
了
に
よ
っ
て
権
利
が
消
滅
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
期
間
内
に
権
利
を
行
使
し
な
か
っ
た
場
合
に
、
相
手
方
が
期
間
経
過
の
抗
弁
権
を
行
使
す
る
と
権
利
行
使
の
効
果
の
発
生
が
阻
止
さ
れ
る
が
、
そ
の
期
間
内
に
権
利
を
行
使
し
て
お
け
ば
、
そ
の
よ
う
な
事
態
に
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
（
九
四
七
ａ
）。
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し
た
が
っ
て
、
訴
え
の
提
起
と
い
う
形
で
権
利
を
行
使
す
る
場
合
、
形
成
権
で
あ
れ
請
求
権（
債
権
）で
あ
れ
、
除
斥
期
間
内
に
訴
え
を
提
起
し
て
お
け
ば
、
権
利
行
使
期
間
で
あ
る
除
斥
期
間
の
制
約
か
ら
解
放
さ
れ
、
除
斥
期
間
の
役
割
は
終
了
す
る
。
そ
れ
故
に
、
訴
訟
係
属
中
に
除
斥
期
間
が
満
了
す
る
と
い
う
問
題
は
発
生
せ
ず
、
こ
の
こ
と
が
原
因
と
な
っ
て
原
告
が
敗
訴
す
る
と
い
う
事
態
は
起
り
え
な
い
の
で
あ
る
。
除
斥
期
間
の
経
過
が
原
因
と
な
っ
て
原
告
が
敗
訴
す
る
の
は
、
こ
の
期
間
内
に
原
告
が
権
利
を
行
使
し
て
い
な
い
場
合
で
あ
る
。
右
に
述
べ
た
こ
と
は
、
裁
判
上
行
使
す
べ
き
形
成
権
や
占
有
訴
権
と
呼
ば
れ
て
い
る
請
求
権（
民
一
九
七
条
以
下
）の
出
訴
期
間
に
つ
い
て
も
妥
当
す
る
。
か
く
し
て
、
前
節
で
紹
介
し
た
松
久
教
授
の
除
斥
期
間
に
関
す
る
不
都
合
の
虞
れ
は
氷
解
す
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
七
二
四
条
後
段
の
二
〇
年
を
除
斥
期
間
と
解
す
る
の
で
は
被
害
者
で
あ
る
原
告
に
不
都
合
が
多
い
の
で
、
消
滅
時
効
と
解
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
説
に
与
し
た
い
と
い
う
よ
う
な
考
え
が
背
後
に
あ
る
と
す
れ
ば
、
中
断
の
有
無
で
は
な
く
、
援
用
の
要
否
こ
そ
が
消
滅
時
効
と
除
斥
期
間
を
区
別
す
る
基
準
で
あ
る
と
す
る
考
え
を
見
直
す
必
要
が
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
配
慮
と
は
関
係
な
し
に
、
純
粋
に
理
論
的
観
点
か
ら
除
斥
期
間
説
の
難
点
を
考
慮
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
消
滅
時
効
と
除
斥
期
間
・
出
訴
期
間
、
さ
ら
に
は
権
利
の
存
続
期
間
と
い
う
概
念
の
違
い
を
明
確
に
す
る
と
こ
ろ
か
ら
出
発
す
る
必
要
が
あ
る
。
注（
九
四
〇
）
中
島（
玉
）・
注（
四
八
）四
九
二
頁
。
（
九
四
一
）
中
島（
玉
）・
注（
四
八
）四
七
五
頁
以
下
・
四
七
九
頁
・
四
八
七
頁
以
下
・
四
九
〇
頁
。
（
九
四
二
）
我
妻
・
注（
四
八
）総
則
四
三
八
頁
。
な
お
、
我
妻
・
注（
七
七
）債
権
各
論
中
㈠
二
七
九
頁
・
四
四
六
頁
、
同
・
注（
七
七
）債
権
各
論
中
㈡
六
四
二
頁
。
同
旨
、
山
中
・
注（
五
七
）民
法
一
二
九
頁
。
（
九
四
三
）
梅
・
注（
四
〇
）三
七
〇
頁（
傍
点
筆
者
）。
（
九
四
四
）
我
妻
・
注（
四
八
）総
則
四
三
七
頁（
傍
点
筆
者
）。
（
九
四
五
）
我
妻
・
注（
四
八
）総
則
四
三
七
頁
・
四
三
八
頁
。
な
お
、
四
〇
三
頁
・
四
九
八
頁
以
下
。
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（
九
四
六
）
中
島（
玉
）・
注（
四
八
）四
七
一
頁
以
下
・
四
七
四
頁
・
四
七
六
頁
以
下
・
四
八
〇
頁
以
下
。
（
九
四
七
）
前
掲
注（
九
四
二
）に
掲
載
し
た
個
所
の
ほ
か
に
、
我
妻
・
注（
四
八
）総
則
四
〇
五
頁
・
四
九
八
頁
。
な
お
、
川
島
・
注（
五
〇
）総
則
五
七
七
頁
、
新
井
・
注（
二
二
六
）早
院
論
集
五
八
号
七
頁
。
（
九
四
七
ａ
）
因
に
、
近
世
ド
イ
ツ
の
時
効
論
に
お
い
て
、
期
間
付
の
訴
権
に
関
し
、
訴
権
の
存
続
期
間
を
法
定
し
て
い
る
か
ら
期
間
の
経
過
に
よ
り
訴
権
が
当
然
に
消
滅
す
る
場
合
と
、
期
間
が
経
過
し
て
も
訴
権
は
存
続
す
る
が
抗
弁
の
効
果
に
よ
っ
て
排
除
さ
れ
る（
訴
権
を
行
使
で
き
な
く
な
る
）場
合
を
区
別
す
るD
onellus
の
説
に
つ
き
、
吉
野
・
注（
二
六
三
）近
世
私
法
史
二
三
四
頁
以
下
、
同
・
注（
二
六
六
ａ
）日
法
五
一
巻
二
号
三
五
頁
以
下
・
五
八
頁
以
下
。
二
三
民
法
六
〇
〇
条
・
六
二
二
条（
現
六
二
一
条
）な
ど
に
関
し
て
、
松
久
教
授
は「
請
求
権
が
除
斥
期
間
に
服
す
る
と
い
う
こ
と
の
具
体
的
意
味
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
」と
さ
れ
る
（
九
四
八
）。
そ
の
一
方
で
、
利
息（
あ
る
い
は
遅
延
利
息
）を
生
じ
さ
せ
る
債
権
が
除
斥
期
間
の
対
象
に
な
る
の
で
あ
れ
ば
、
遡
及
効
を
定
め
て
い
る
民
法
一
四
四
条
は
除
斥
期
間
に
類
推
適
用
さ
れ
る
と
い
う
解
釈
も
十
分
に
成
り
立
つ
の
で
は
な
い
か
、
と
さ
れ
て
い
る
（
九
四
九
）。
つ
ま
り
、
従
来
の
学
説
は
消
滅
時
効
に
は
遡
及
効
が
認
め
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、
除
斥
期
間
に
は
遡
及
効
が
認
め
ら
れ
な
い
点
も
、
両
者
を
区
別
す
る
メ
ル
ク
マ
ー
ル
の
一
つ
に
し
て
い
た（
第
三
章
二
節
・
一
六
節
参
照
）。
し
た
が
っ
て
、
従
来
の
学
説
で
は
利
息
を
生
じ
る
債
権
が
除
斥
期
間
に
服
し
て
消
滅
し
て
も
、
既
に
発
生
し
て
い
る
利
息
債
務
は
消
滅
し
な
い
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
松
久
説
の
よ
う
に
除
斥
期
間
に
一
四
四
条
の
類
推
適
用
を
認
め
る
こ
と
が
出
来
る
と
す
れ
ば
、
既
に
発
生
し
て
い
る
利
息
債
務
も
消
滅
す
る
こ
と
に
な
り
、
請
求
権
が
除
斥
期
間
に
服
す
る
こ
と
に
意
味
が
あ
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
除
斥
期
間
の
起
算
点
を
権
利
発
生
時
と
解
し
て
、
権
利
の
行
使
可
能
時
を
起
算
点
と
す
る
消
滅
時
効（
民
一
六
六
条
一
項
）と
の
違
い
を
認
め
る
従
来
の
学
説（
第
三
章
二
節
・
三
節
参
照
）を
前
提
と
し
た
上
で
、
除
斥
期
間
の
経
過
に
よ
り
権
利
が
消
滅
す
る
と
い
う
効
果
に
遡
及
効
を
認
め
る
の
で
あ
れ
ば
、
除
斥
期
間
に
か
か
っ
た
権
利
は（
形
成
権
で
あ
れ
、
債
権
で
あ
れ
）、
発
生
時
に
遡
っ
て
消
滅
す
る
こ
と
に
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な
り
、
も
と
も
と
発
生
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
し
か
し
、
権
利
行
使
期
間
で
あ
る
除
斥
期
間
は
権
利
の
存
在
を
前
提
に
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
に
も
拘
わ
ら
ず
、
除
斥
期
間
に
か
か
る
と
、
権
利
は
発
生
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
の
は
論
理
矛
盾
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
松
久
教
授
が
一
四
四
条
だ
け
で
な
く
、
一
六
六
条
一
項
も
除
斥
期
間
に
も
当
て
は
ま
る
と
し
て
（
九
五
〇
）、
従
来
の
学
説
が
起
算
点
の
違
い
を
消
滅
時
効
と
除
斥
期
間
の
違
い
の
一
つ
に
数
え
上
げ
て
来
た
こ
と
に
対
し
て
も
疑
問
を
提
起
さ
れ
た
の
は
筋
が
と
お
る
こ
と
に
な
る
。
と
は
い
え
、
消
滅
時
効
も
除
斥
期
間
も
、
そ
の
期
間
経
過
前
に
権
利
を
行
使
し
て
お
か
な
い
と
、
期
間
経
過
後
に
は
権
利
が
消
滅
す
る
点
で
は
共
通
し
て
い
る
と
解
し
て
い
る
従
来
の
学
説
を
、
松
久
教
授
が
疑
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
に
根
本
的
な
問
題
が
あ
る
。
消
滅
時
効
の
場
合
に
権
利
が
消
滅
す
る
の
は
、
相
手
方
の
義
務
が
消
滅
す
る
こ
と
と
表
裏
一
体
の
関
係
に
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
時
効
の
効
果
を
遡
及
さ
せ
る
の
は
、
相
手
方
の
義
務
を
遡
及
的
に
消
滅
さ
せ
る
と
こ
ろ
に
意
味
が
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
除
斥
期
間
の
場
合
、
相
手
方
の
義
務
に
よ
っ
て
裏
付
け
ら
れ
る
こ
と
と
関
係
の
な
い
、
つ
ま
り
相
手
方
の
義
務
は
存
在
し
て
い
な
い
形
成
権
を
見
れ
ば
分
か
る
よ
う
に
、
相
手
方
の
義
務
が
消
滅
す
る
が
故
に
権
利
も
消
滅
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
相
手
方
の
義
務
を
遡
及
的
に
消
滅
さ
せ
る
た
め
に
除
斥
期
間
に
遡
及
効
を
認
め
る
必
要
は
な
い
。
し
か
も
、
除
斥
期
間
は
権
利
の
有
効
な
行
使
期
間
で
あ
っ
て
、
権
利
の
存
続
期
間
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
除
斥
期
間
を
経
過
し
た
か
ら
と
い
っ
て
権
利
を
消
滅
さ
せ
る
必
要
は
な
く
、
期
間
経
過
後
の
権
利
行
使
の
効
果
が
発
生
す
る
こ
と
を
阻
止
し
さ
え
す
れ
ば
良
い
の
で
あ
る
。
期
間
経
過
後
に
形
成
権
を
行
使
し
た
場
合
に
は
形
成
権
の
実
体
を
な
す
形
成
力
が
発
生
す
る
の
を
阻
止
す
れ
ば
足
り
、
形
成
権
そ
の
も
の
は（
期
間
経
過
後
で
あ
れ
）、
一
度
行
使
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
消
滅
す
る
の
で
あ
る
。
債
権
の
場
合
に
は
、
期
間
経
過
後
の
行
使
で
あ
る
た
め
に
債
権
の
実
体
を
な
す
請
求
力
の
発
生
が
阻
止
さ
れ
、
自
然
債
務
と
し
て
存
続
す
る
こ
と
に
な
る
。「
請
求
権
が
除
斥
期
間
に
服
す
る
と
い
う
こ
と
の
具
体
的
意
味
」が
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
点
に
あ
り
、
こ
こ
に
債
権
が
消
滅
時
効
に
よ
っ
て
遡
及
的
に
消
滅
す
る
場
合
と
の
違
い
が
あ
る
。
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こ
の
よ
う
に
、
除
斥
期
間
経
過
の
抗
弁
の
効
果
は
権
利
を
消
滅
さ
せ
る
こ
と
で
は
な
く
、
権
利
行
使
の
効
果
の
発
生
を
阻
止
す
る
こ
と
に
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
に
遡
及
効
を
認
め
る
必
要
は
な
い
し
、
遡
及
効
を
認
め
る
の
は
自
己
矛
盾
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
権
利
行
使
の
効
果
の
発
生
を
阻
止
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
権
利
の
行
使
を
前
提
に
し
て
お
り
、
権
利
の
発
生
時
や
権
利
行
使
前
に
遡
っ
て
権
利
行
使
の
効
果
の
発
生
を
阻
止
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
か
ら
で
あ
る
。
注（
九
四
八
）
松
久
・
注（
一
二
九
）法
教
一
〇
八
号
五
五
頁
。
（
九
四
九
）
松
久
・
注（
一
二
九
）法
教
一
〇
八
号
五
四
頁
。
（
九
五
〇
）
松
久
・
注（
一
二
九
）法
教
一
〇
八
号
五
四
頁
。
二
四
消
滅
時
効
も
除
斥
期
間
も
、
権
利
行
使
の
期
間
で
あ
り
、
権
利
の
存
続
期
間
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
期
間
の
到
来
に
よ
り
当
然
に
権
利
が
消
滅
す
る
こ
と
は
な
い
。
消
滅
時
効
も
除
斥
期
間
も
、
出
訴
期
間
で
は
な
い
し
、
手
続
期
間
で
も
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
期
間
内
に
訴
を
起
し
た
り
、
手
続
を
し
な
か
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
訴
を
却
下
さ
れ
た
り
、
受
理
す
る
こ
と
を
断
わ
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
、
消
滅
時
効
期
間
や
除
斥
期
間
を
経
過
し
た
後
に
権
利
を
行
使
し
た
場
合
に
、
相
手
方
が
期
間
経
過
の
主
張（
期
間
利
益
の
援
用
）を
す
れ
ば
、
消
滅
時
効
の
場
合
に
は
権
利
は
消
滅
し
、
除
斥
期
間
の
場
合
に
は
権
利
を
行
使
し
た
効
果
の
発
生
が
阻
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、
消
滅
時
効
や
除
斥
期
間
と
い
う
権
利
行
使
期
間
を
徒
過
し
た
場
合
に
、
権
利
の
消
滅
や
権
利
行
使
の
効
果
の
不
発
生
と
い
う
効
果
は
自
動
的
に
発
生
す
る
の
で
は
な
く
、
相
手
方
が
期
間
の
利
益
を
享
受
す
る
た
め
に
は
援
用
を
要
す
る
点
は
共
通
し
て
い
る
。
し
か
し
、
援
用
の
効
果
の
内
容
や
効
果
が
遡
及
す
る
か
否
か
と
い
う
違
い
は
あ
る
。
そ
し
て
、
援
用
の
効
果
の
違
い
、
即
ち
除
斥
期
間
の
場
合
に
は
権
利
そ
の
も
の
が
消
滅
す
る
の
で
は
な
く
、
権
利
行
使
の
効
果
の
発
生
が
阻
止
さ
れ
る
の
に
対
し
て
、
消
滅
時
効
の
日本民法・商法における権利の期間制限（一一の二）
121
場
合
に
は
、相
手
方
の
義
務
が
消
滅
す
る
こ
と
に
よ
り
権
利
そ
の
も
の
が
消
滅
し
て
し
ま
う
と
い
う
根
本
的
な
違
い
が
あ
る
。し
た
が
っ
て
、
消
滅
時
効
の
場
合
に
は
、
権
利
の
不
行
使
に
よ
っ
て
相
手
方
の
義
務
を
消
滅
さ
せ
、
そ
の
結
果
と
し
て
自
己
の
権
利
を
消
滅
さ
せ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の
、
中
断
と
い
う
手
続
が
必
要
・
不
可
欠
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
私
見
の
よ
う
な
考
え
に
対
し
て
、
除
斥
期
間
は
当
事
者
意
思
の
関
与
を
排
除
し
、
当
事
者
の
意
思
と
は
関
係
な
く
、
公
益
的
な
見
地
か
ら
一
定
期
間
の
経
過
に
よ
り
画
一
的
に
権
利
を
消
滅
さ
せ
る
期
間
制
限
で
あ
る
点
が
消
滅
時
効
と
は
異
な
る
と
し
て
、
中
断
の
有
無
で
は
な
く
、
援
用
の
要
否
こ
そ
が
消
滅
時
効
と
除
斥
期
間
を
区
別
す
る
メ
ル
ク
マ
ー
ル
で
あ
る
と
す
る
説
が
あ
る
（
九
五
一
）。
こ
の
よ
う
な
考
え
方
を
さ
れ
る
鹿
野
教
授
は
、
私
的
自
治
を
原
則
と
す
る
近
代
法
の
下
で
は
当
事
者
意
思
を
重
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
、
援
用
を
必
要
と
せ
ず
に
権
利
を
消
滅
さ
せ
る
除
斥
期
間
は
例
外
で
、
援
用
を
必
要
と
す
る
消
滅
時
効
が
原
則
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
従
来
、
二
重
期
間
の
長
期
は
除
斥
期
間
と
解
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
援
用
を
要
す
る
消
滅
時
効
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
取
消
権
や
解
除
権
の
よ
う
な
形
成
権
に
つ
い
て
も
、
一
定
期
間
が
経
過
す
れ
ば
当
事
者
の
意
思
を
排
除
し
て
権
利
を
消
滅
さ
せ
る
公
益
上
の
必
要
は
な
い
か
ら
、
形
成
権
の
行
使
期
間
は
消
滅
時
効
の
性
質
を
も
つ
と
し
て
、
権
利
を
消
滅
さ
せ
る
に
は
援
用
が
必
要
と
さ
れ
て
よ
い
と
説
か
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
期
間
経
過
し
た
場
合
に
公
益
上
の
理
由
に
基
づ
い
て
、
当
事
者
意
思
を
排
除
し
て
画
一
的
に
権
利
を
消
滅
さ
せ
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
場
合
と
し
て
、
短
期
予
定
期
間
、
即
ち
当
該
期
間
だ
け
権
利
の
存
続
が
予
定
さ
れ
、
予
定
さ
れ
た
方
式
で
の
権
利
行
使
が
な
い
ま
ま
期
間
が
経
過
す
れ
ば
、
権
利
は
消
滅
す
る
と
解
さ
れ
て
来
た
、
比
較
的
短
い
制
限
期
間
が
除
斥
期
間
と
し
て
維
持
さ
れ
て
よ
い
と
さ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
短
期
期
間
と
し
て
、
①
国
家
が
政
策
目
的
か
ら
、
私
人
が
一
定
の
期
間
内
に
一
定
の
方
式
に
従
っ
た
行
為
を
し
た
場
合
に
の
み
、
そ
の
効
力
を
認
め
る
も
の
と
し
て
定
め
ら
れ
て
い
る
、
相
続
の
承
認
・
放
棄
な
ど
の
親
族
編
・
相
続
編
に
定
め
ら
れ
て
い
る
規
定
、
②
紛
争
の
特
殊
な
性
質
に
基
づ
い
て
、
短
期
期
間
内
で
の
裁
判
上
の
権
利
行
使
を
要
求
し
て
い
る
占
有
訴
権
な
ど
が
例
示
さ
れ
て
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い
る（九
五
二
）
。注（
九
五
一
）
鹿
野
・
注（
四
）私
法
七
一
号
九
四
頁
以
下
、
同
・
注（
五
八
）別
冊
Ｎ
Ｂ
Ｌ
一
二
二
号
四
五
頁
・
四
七
頁
・
四
八
頁
。
鹿
野
説
と
同
一
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
消
滅
時
効
と
除
斥
期
間
の
区
別
を
す
る
際
に
、
期
間
経
過
後
の
権
利
の
消
滅
が
当
事
者
の
意
思
な
い
し
行
為
に
基
づ
く
か
否
か
を
重
視
す
る
見
解
と
し
て
、
椿
・
注（
四
三
）法
時
七
二
巻
七
号
六
頁
、
鈴
木
・
注（
四
八
）二
六
六
頁（
但
し
、
援
用
の
要
否
を
論
す
る
こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど
意
味
が
な
い
と
さ
れ
る
）、
伊
藤
・
注（
一
二
四
）法
時
五
五
巻
四
号
一
二
頁
、
星
野
・
注（
一
二
八
）概
論
Ⅰ
二
九
一
頁
以
下
、
吉
村
・
注（
一
二
九
）法
教
一
九
三
号
一
二
三
頁
。
（
九
五
二
）
鹿
野
・
注（
四
）私
法
七
一
号
九
五
頁
、
同
・
注（
五
八
）別
冊
Ｎ
Ｂ
Ｌ
一
二
二
号
四
五
頁
以
下
。
二
五
鹿
野
教
授
が
、
今
後
も
除
斥
期
間
と
し
て
維
持
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
と
想
定
さ
れ
て
い
る
短
期
予
定
期
間
の
①
は
私
見
に
い
う
手
続
期
間
で
あ
り
、
②
は
私
見
に
い
う
出
訴
期
間
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
期
間
に
は
、
除
斥
期
間
と
似
た
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
私
権
の
純
粋
に
実
体
法
上
の
行
使
期
間
と
し
て
の
除
斥
期
間
と
は
区
別
し
て
お
か
な
い
と
、
権
利
の
制
限
期
間
に
関
す
る
諸
概
念
が
混
乱
し
て
い
る
現
在
の
状
況
を
整
理
す
る
こ
と
に
役
立
た
な
い
し
、
除
斥
期
間
に
つ
い
て
理
解
す
る
妨
げ
に
な
る
で
あ
ろ
う（
第
二
章
四
節
・
五
節
・
一
〇
節
参
照
）。
さ
ら
に
、
短
期
予
定
期
間
を
権
利
の
存
続
が
予
定
さ
れ
た
期
間
と
さ
れ
る
教
授
の
説
明
（
九
五
三
）だ
と
、
短
期
予
定
期
間
と
権
利
の
存
続
期
間
の
区
別
が
な
く
な
り
、
除
斥
期
間
と
の
違
い
が
増
ま
す
不
明
確
に
な
る
だ
け
で
な
く
、
教
授
の
い
わ
れ
る「
権
利
保
存
期
間
（
九
五
四
）」と
の
区
別
も
曖
昧
に
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
鹿
野
教
授
の
説
明
に
お
い
て
も
権
利
の
制
限
期
間
に
関
し
て
使
用
さ
れ
る
法
的
概
念
が
曖
昧
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
問
題
で
あ
る
が
、
消
滅
時
効
と
除
斥
期
間
と
の
最
も
重
要
な
違
い
は
中
断
の
有
無
に
あ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
こ
の
点
を
無
視
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
、
鹿
野
説
の
最
大
の
問
題
が
あ
る
。
消
滅
時
効
と
除
斥
期
間
の
最
も
重
要
な
違
い
は
中
断
の
有
無
に
あ
る
こ
と
を
、
鹿
野
教
授
が
否
定
さ
れ
る
の
は
、
除
斥
期
間
に
服
す
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る
と
さ
れ
て
い
る
形
成
権
に
も
相
手
方
の
承
認
に
よ
る
中
断
は
あ
り
う
る
と
考
え
ら
れ
る
（
九
五
五
）か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
現
行
民
法
の
解
釈
と
し
て
も
、
中
断
は
決
定
的
な
相
違
点
で
は
な
い
と
指
摘
す
る
説
が
あ
る
こ
と
や
、
近
年
の
立
法
例
に
は
時
効
の
性
質
を
も
つ
期
間
に
中
断
の
規
定
の（
一
部
の
）適
用
を
排
除
す
る
こ
と
を
予
定
す
る
も
の
が
あ
る
こ
と
（
九
五
六
）、
が
鹿
野
説
を
側
面
か
ら
支
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。し
か
し
、
一
度
行
使
す
れ
ば
消
滅
し
て
し
ま
う
形
成
権
に
つ
い
て
は
、
中
断
は
必
要
で
な
い
。
の
み
な
ら
ず
、
債
権
と
は
異
な
り
、
相
手
方
の
義
務
に
よ
っ
て
裏
付
け
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
形
成
権
に
つ
い
て
は
、
債
権
の
よ
う
に
権
利
行
使
を
怠
る
こ
と
に
よ
っ
て
相
手
方
の
義
務
が
消
滅
す
る
結
果
、
自
己
の
権
利
が
消
滅
す
る
と
い
う
関
係
は
存
在
せ
ず
、
し
た
が
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
事
態
の
発
生
を
防
ぐ
た
め
に
、
中
断
を
す
る
と
い
う
手
続
と
結
び
つ
く
契
機
が
形
成
権
に
は
存
在
し
て
い
な
い（
第
一
〇
章
二
節
・
五
節
参
照
）。
除
斥
期
間
経
過
前
に
訴
訟
を
提
起
し
た
場
合
、
そ
れ
は
除
斥
期
間
を
中
断
す
る
の
で
は
な
く
、
除
斥
期
間
を
遵
守
し
た
権
利
の
行
使
に
す
ぎ
な
い
。
さ
ら
に
、
除
斥
期
間
経
過
前
に
相
手
方
が
形
成
権
の
存
在
を
承
認
し
て
も
、
期
間
が
更
新
さ
れ
て
、
新
し
い
除
斥
期
間
の
進
行
が
始
ま
る
わ
け
で
は
な
い
。
せ
い
ぜ
い
の
と
こ
ろ
、
形
成
権
者
の
対
応
の
仕
方
に
よ
っ
て
、
形
成
権
を
行
使
し
た
こ
と
に
な
る
か
、
あ
る
い
は
除
斥
期
間
経
過
後
に
形
成
権
を
行
使
し
た
時
に
、
相
手
方
が
期
間
経
過
の
抗
弁
を
出
せ
ば
、
信
義
則
違
反
か
権
利
濫
用
の
根
拠
に
な
る
程
度
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
て
、
債
務
者
の
給
付
義
務
に
よ
っ
て
裏
付
け
ら
れ
て
い
る
債
権
は
、
権
利
を
行
使
し
な
い
ま
ま
時
効
期
間
が
経
過（
し
て
、
債
務
者
が
時
効
を
援
用
）す
る
こ
と
に
よ
り
、
相
手
方
の
義
務
が
消
滅
す
れ
ば
自
己
の
権
利
も
消
滅
す
る
関
係
に
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
権
利
の
不
行
使
に
よ
り
相
手
方
に
時
効
援
用
権
が
発
生
し
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
時
効
に
は
中
断
手
続
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
中
断
は
時
効
制
度
に
内
在
す
る
必
要
不
可
欠
な
要
素
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
債
務
者
の
承
認
も
時
効
の
中
断
事
由
と
さ
れ
て
い
る
が
（
民
一
四
七
条
三
号
・
一
五
六
条
）、
そ
れ
は
権
利
が
相
手
方
の
義
務
に
よ
っ
て
裏
付
け
ら
れ
て
い
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い（
第
七
章
六
節
〜
八
節
参
照
）。
な
お
、
時
効
期
間
経
過
後
に
権
利
が
行
使
さ
れ
た
場
合
に
、
債
務
者
は
時
効
を
援
用
し
な
い
で
、
こ
の
権
利
行
使
を
許
容
す
る
こ
と
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出
来
る
。
援
用
権
の
放
棄
で
あ
る（
民
一
四
六
条
参
照
）。
除
斥
期
間
経
過
後
に
権
利
が
行
使
さ
れ
た
場
合
に
も
、
相
手
方
は
期
間
経
過
の
抗
弁
を
主
張
せ
ず
に
、
こ
の
権
利
行
使
を
許
容
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
の
場
合
に
も
、
援
用
権
の
放
棄
が
認
め
ら
れ
る
点
で
は
、
時
効
の
場
合
と
同
じ
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
除
斥
期
間
に
関
し
て
も
期
間
経
過
の
利
益
を
享
受
す
る
か
否
か（
除
斥
期
間
を
援
用
す
る
か
否
か
）は
、
相
手
方
の
自
由
意
思
に
委
ね
ら
れ
て
お
り
、
こ
こ
に
も
私
的
自
治
の
原
則
が
働
い
て
い
る
の
で
あ
る（
第
一
〇
章
七
節
以
下
参
照
）。
し
た
が
っ
て
、
鹿
野
教
授
の
よ
う
に
除
斥
期
間
は
私
的
自
治
の
原
則
の
例
外
で
あ
り
、
当
事
者
の
意
思
の
関
与
が
排
除
さ
れ
て
い
る
と
す
る
の
は
誤
り
で
あ
る
。
除
斥
期
間
に
は
中
断
は
な
い
が
、
援
用
は
必
要
で
あ
り
、
期
間
の
利
益
の
放
棄
、
即
ち
援
用
権
の
放
棄
も
当
事
者
の
自
由
意
思
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。
に
も
拘
ら
ず
、
鹿
野
教
授
が
除
斥
期
間
か
ら
当
事
者
意
思
の
関
与
を
排
除
さ
れ
る
の
は
、
「
公
益
的
見
地
か
ら
、
一
定
期
間
の
経
過
に
よ
り
画
一
的
に
権
利
を
消
滅
さ
せ
る
」の
が
除
斥
期
間
で
あ
り
、
被
告
の
援
用
と
関
係
な
く
裁
判
官
が
職
権
で
判
断
す
る
と
い
う
固
定
観
念
を
疑
わ
な
か
っ
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
私
的
自
治
の
原
則
の
範
囲
外
に
あ
る
の
は
、
出
訴
期
間
や
手
続
期
間
、
更
新
が
認
め
ら
れ
な
い
権
利
の
存
続
期
間
で
あ
る
。
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
除
斥
期
間
は
権
利
の
行
使
期
間
で
あ
っ
て
、
権
利
の
存
続
期
間
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
除
斥
期
間
が
経
過
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
当
然
に
権
利
が
消
滅
す
る
こ
と
は
な
い
。
除
斥
期
間
は
、
消
滅
時
効
と
同
じ
よ
う
に
主
と
し
て
当
事
者
間
に
お
け
る
私
的
利
益
を
調
節
す
る
制
度
で
あ
っ
て
、
公
益
の
実
現
を
直
接
の
目
的
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。「
公
益
的
見
地
か
ら
画
一
的
に
権
利
を
消
滅
さ
せ
る
」の
で
あ
れ
ば
、
一
定
の
期
間
を
出
訴
期
間
と
す
る
か
手
続
期
間
と
し
て
、
実
体
私
法
の
領
域
外
で
解
決
す
る
べ
き
で
あ
る
。
消
滅
時
効
と
除
斥
期
間
を
区
別
す
る
基
準
と
し
て
中
断
の
有
無
を
無
視
さ
れ
る
鹿
野
教
授
は
、
権
利
行
使
期
間
と
し
て
短
期
・
長
期
の
二
重
期
間
を
設
け
る
こ
と
を
原
則
と
し
、
短
期
も
長
期
も
消
滅
時
効
で
あ
る
と
さ
れ
る﹇
前
掲
注（
九
三
二
）参
照
﹈。
こ
の
場
合
に
、
長
期
期
間
に
も
中
断
を
認
め
る
と
二
重
期
間
を
設
定
す
る
意
義
は
な
く
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
中
断
が
認
め
ら
れ
る
時
効
期
間＝
短
期
と
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中
断
の
認
め
ら
れ
な
い
時
効
期
間＝
長
期
の
二
種
類
の
時
効
が
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
鹿
野
教
授
が「
柔
軟
な
時
効
概
念
」
や「
時
効
概
念
の
柔
軟
化
」を
提
唱
さ
れ
る
所
以
で
あ
る﹇
前
掲
注（
八
九
六
）参
照
﹈。
こ
れ
に
加
え
て
、「
除
斥
期
間
概
念
の
柔
軟
化
」を
す
る
こ
と
が
必
要
・
不
可
欠
で
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
を
認
め
る
の
に
吝
で
は
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
前
に
、
何
と
い
っ
て
も「
消
滅
時
効
と
は
、
ど
の
よ
う
な
制
限
期
間
か
」「
除
斥
期
間
と
は
、
ど
の
よ
う
な
制
限
期
間
か
」と
い
う
こ
と
を
明
確
に
し
た
上
で
、
両
者
の
違
い（
中
断
の
有
無
や
、
時
効
援
用
権
が
形
成
権
で
あ
る
の
に
対
し
て
除
斥
期
間
の
援
用
権
は
抗
弁
権
で
あ
る
こ
と
か
ら
来
る
違
い
）を
把
握
し
て
お
か
な
け
れ
ば
、
権
利
の
制
限
期
間
に
関
す
る
諸
概
念
の
混
乱
を
増
幅
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
注（
九
五
三
）
鹿
野
・
注（
五
八
）別
冊
Ｎ
Ｂ
Ｌ
一
二
二
号
四
六
頁
。
（
九
五
四
）
鹿
野
・
注（
五
八
）別
冊
Ｎ
Ｂ
Ｌ
一
二
二
号
四
六
頁
。
（
九
五
五
）
鹿
野
・
注（
五
八
）別
冊
Ｎ
Ｂ
Ｌ
一
二
二
号
四
四
頁
。
（
九
五
六
）
鹿
野
・
注（
五
八
）別
冊
Ｎ
Ｂ
Ｌ
一
二
二
号
四
五
頁
。
二
六
本
章
で
述
べ
た
こ
と
を
、
前
章
で
述
べ
た
こ
と
と
関
連
づ
け
な
が
ら
整
理
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
消
滅
時
効
と
除
斥
期
間
は
、
い
ず
れ
も
権
利
行
使
を
規
制
す
る
期
間
で
あ
り
、
権
利
の
存
続
期
間
で
は
な
い
と
い
う
点
で
共
通
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
二
つ
の
権
利
行
使
期
間
の
間
に
は
、
中
断
の
有
無
と
い
う
決
定
的
な
違
い
が
あ
る
。
形
成
権
は
相
手
方
の
義
務
に
よ
っ
て
裏
付
け
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
相
手
方
の
義
務
が
消
滅
す
れ
ば
自
己
の
権
利
も
消
滅
す
る
と
い
う
関
係
に
は
な
い
。
の
み
な
ら
ず
、
形
成
権
そ
の
も
の
は
相
手
方
の
給
付
義
務
と
関
連
し
て
い
な
い
の
で
、
債
権
の
よ
う
に
相
手
方
の
債
務
不
履
行
と
い
う
問
題
が
発
生
す
る
余
地
は
な
い
。
つ
ま
り
、
形
成
権
は
一
度
行
使
す
る
と
、
そ
れ
で
消
滅
し
て
し
ま
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う
権
利
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
形
成
権
に
は
権
利
の
行
使
や
、
相
手
方
の
承
認
に
よ
る
中
断
と
い
う
こ
と
は
有
り
得
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
相
手
方
の
給
付
義
務
に
よ
っ
て
裏
付
け
ら
れ
て
い
る
債
権
の
場
合
、
債
務
者
が
給
付
義
務
を
履
行
す
れ
ば
債
権
は
消
滅
す
る
が
、
債
務
者
が
履
行
し
な
い
な
ら
ば
、
一
回
の
権
利
行
使
に
よ
っ
て
権
利
を
消
滅
さ
せ
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
か
と
い
っ
て
、
債
権
者
が
権
利
を
行
使
し
て
い
な
い
状
態
を
、
い
つ
ま
で
も
放
置
し
て
お
い
て
、
あ
る
日
、
突
然
、
権
利
を
行
使
す
る
こ
と
を
許
容
し
た
の
で
は
、
債
務
者
に
不
意
打
ち
を
く
ら
わ
す
こ
と
に
な
る
場
合
も
あ
る
し
、
債
務
者
に
履
行
の
準
備
を
継
続
さ
せ
て
お
く
の
は
酷
で
あ
り
、
経
済
的
に
不
合
理
で
あ
る
。
そ
し
て
、
社
会
か
ら
承
認
さ
れ
た
こ
と
に
基
い
て
成
立
し
て
い
る
権
利
を
債
権
者
は
蔑
ろ
に
し
て
、
消
極
的
な
権
利
濫
用
を
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
権
利
の
上
に
眠
っ
て
い
る
。
そ
れ
故
に
、
一
定
期
間
の
権
利
の
不
行
使
が
あ
る
場
合
に
、
社
会
は
権
利
の
承
認（
正
確
に
は
、
権
利
の
本
質
を
な
す
意
思
に
対
す
る
承
認
）を
取
消
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
相
手
方
の
義
務
を
消
滅
さ
せ
る
と
と
も
に
、
こ
の
義
務
に
よ
っ
て
裏
付
け
ら
れ
て
い
る
権
利
を
消
滅
さ
せ
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
こ
れ
が
消
滅
時
効
と
い
う
制
度
で
あ
る
が
、
こ
の
制
度
は
一
定
期
間
内
に
お
け
る
権
利
の
行
使
や
相
手
方
の
義
務
の
承
認
に
よ
り
、
権
利
・
義
務
の
消
滅
を
防
止
す
る
手
続
、
即
ち
時
効
の
中
断
と
い
う
手
続
と
結
び
つ
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
債
権
を
行
使
し
な
い
状
態
が
一
定
期
間
続
く
と
、
つ
ま
り
時
効
の
中
断
を
し
な
い
と
、
債
権
は
時
効
に
よ
っ
て
消
滅
す
る
の
が
原
則
で
あ
る
。
し
か
し
、
①
債
務
者
の
た
め
に
紛
争
を
早
期
に
顕
在
化
さ
せ（
と
り
わ
け
、
早
期
に
権
利
実
現
に
着
手
さ
せ
）る
目
的
で
、
一
定
期
間
内
に
債
権
を
行
使
さ
せ
、
そ
の
期
間
内
に
債
権
を
行
使
し
て
お
か
な
け
れ
ば
、
そ
の
請
求
力
を
保
存
す
る
こ
と
は
出
来
ず
、
裁
判
所
に
給
付
判
決
を
求
め
る
こ
と
が
出
来
な
い
よ
う
に
す
る
場
合
に
は
、
こ
の
期
間
内
に
行
使
す
べ
き
債
権
は
時
効
の
中
断
に
よ
っ
て
権
利
を
保
存
す
る
こ
と
と
は
無
関
係
に
な
る
。
そ
し
て
、
②
債
権
の
発
生
原
因
と
な
る
不
法
行
為
は
存
在
し
て
い
る
が
、
事
故
の
損
害
や
加
害
者
が
判
明
し
て
い
な
い
場
合
に
は
、
権
利
を
行
使
し
て
時
効
の
中
断
を
し
よ
う
に
も
、
そ
れ
を
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
し
、
そ
も
そ
も
時
効
は
進
行
し
て
い
な
い
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
い
つ
ま
で
も
紛
争
が
解
決
し
な
い
と
い
う
事
態
を
放
置
し
て
お
く
こ
と
も
出
来
な
い
。
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し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
中
断
と
い
う
こ
と
が
有
り
得
な
い
形
成
権
に
特
有
の
権
利
行
使
期
間
、
即
ち
除
斥
期
間
を
債
権
に
も
認
め
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
か
く
し
て
、
除
斥
期
間
と
は
、
権
利
行
使
期
間
が
経
過
す
る
こ
と
に
対
す
る
中
断
と
い
う
手
続
が
な
い
、
権
利
実
現
の「
打
ち
切
り
」期
間
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
除
斥
期
間
と
い
う
権
利
行
使
の
制
限
期
間
は
、
権
利
の
行
使
の
効
果
が
発
生
す
る
の
を
阻
止
し
て
、
権
利
の
実
現
を
図
る
の
を
打
ち
切
る
だ
け
で
あ
っ
て
、
権
利
の
存
在
を
打
ち
切
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
除
斥
期
間
の
経
過
に
よ
っ
て
、
権
利
が
当
然
に
消
滅
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
点
が
権
利
の
存
続
期
間
と
は
異
な
っ
て
お
り
、
消
滅
時
効
と
共
通
し
て
い
る
。
除
斥
期
間
は
権
利
実
現
の「
打
ち
切
り
」期
間
と
い
う
点
で
は
出
訴
期
間
と
共
通
し
て
い
る
が
、
裁
判
所
の
職
権
で
打
ち
切
る
の
で
は
な
く
、
当
事
者
の
援
用
を
必
要
と
す
る
点
が
異
な
る
。
そ
し
て
、
そ
の
点
で
は
、
消
滅
時
効
と
共
通
し
て
い
る
。
し
か
し
、
時
効
の
援
用
は
債
権
を
起
算
点
に
遡
っ
て
消
滅
さ
せ
る
。
し
た
が
っ
て
、
時
効
援
用
権
は
形
成
権
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
除
斥
期
間
の
援
用
権
は
抗
弁
権
で
あ
り
、
除
斥
期
間
の
援
用
は
相
手
方
が
権
利
を
行
使
し
た
効
果
の
発
生
を
阻
止
す
る
に
す
ぎ
ず
、
遡
及
効
と
は
無
縁
で
あ
る
。
形
成
権
が
除
斥
期
間
に
か
か
っ
た
場
合
、
形
成
権
は
除
斥
期
間
に
服
し
て
消
滅
す
る
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
形
成
権
は
一
度
行
使
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
消
滅
す
る
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
形
成
権
が
除
斥
期
間
経
過
前
に
行
使
さ
れ
た
の
か
、
期
間
経
過
後
に
行
使
さ
れ
た
の
か
と
い
う
こ
と
と
は
関
係
の
な
い
こ
と
で
あ
る
。
期
間
経
過
前
か
後（
正
確
に
は
、
除
斥
期
間
経
過
の
抗
弁
権
行
使
後
）か
の
違
い
は
、
形
成
権
行
使
の
効
果（
例
え
ば
、
取
消
や
解
除
と
い
う
効
果
）が
発
生
す
る
の
か
、
そ
の
効
果
の
発
生
が
阻
止
さ
れ
て
、
形
成
権
の
行
使
が
な
か
っ
た
状
態
が
維
持
さ
れ
る
の
か
と
い
う
違
い
と
な
っ
て
現
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
形
成
権
の
実
体
を
な
す
形
成
力
が
発
生
す
る
か
否
か
の
違
い
と
な
っ
て
現
わ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
債
権
が
除
斥
期
間
に
服
す
る
場
合
に
は
、
債
権
の
実
体
を
な
す
請
求
力
を
発
揮
す
る
こ
と
が
出
来
な
く
な
っ
て
、
自
然
債
務
と
し
て
存
続
す
る
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
債
権
は
請
求
力
を
発
揮
し
え
な
い
か
ら
、
債
権
者
が
裁
判
外
の
請
求
を
し
て
も
効
力
は
な
く
、
債
務
者
が
そ
れ
に
応
じ
な
く
て
も
債
務
不
履
行
責
任
を
問
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
ま
た
、
債
権
は
請
求
力（
訴
求
力
）を
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く
の
で
債
権
者
は
給
付
訴
訟
を
起
し
て
強
権
的
に
給
付
義
務
を
履
行
さ
せ
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
し
か
し
、
債
権
が
消
滅
時
効
に
服
す
る
場
合
と
は
違
っ
て
、
債
権
は
消
滅
す
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
、
債
務
者
が
任
意
に
履
行
す
れ
ば
非
債
弁
済
に
は
な
ら
な
い
し
、
債
権
者
が
給
付
を
受
領
し
て
も
不
当
利
得
に
は
な
ら
な
い
。
因
に
、
債
権
が
消
滅
時
効
に
服
す
る
場
合
と
除
斥
期
間
に
服
す
る
場
合
と
の
間
に
見
ら
れ
る
右
の
違
い
は
、
中
断
の
有
無
に
基
づ
く
違
い
で
あ
る
。
債
権
が
消
滅
時
効
に
服
す
る
場
合
、
債
権
者
は
中
断
手
続
を
採
る
こ
と
に
よ
り
、
自
己
の
権
利
を
守
る
こ
と
が
出
来
る
。
に
も
拘
わ
ら
ず
、
そ
れ
を
し
な
か
っ
た
が
故
に
、
債
務
者
な
ど
の
時
効
援
用
に
よ
っ
て
権
利
を
失
う
の
で
あ
る
。
時
効
制
度
を
正
当
化
す
る
根
拠
と
し
て
、「
権
利
の
上
に
眠
る
者
は
保
護
さ
れ
な
い
」と
い
わ
れ
る
所
以
で
あ
る
（
九
五
七
）。
時
効
に
服
す
る
の
を
原
則
と
す
る
債
権
が
除
斥
期
間
に
服
す
る
の
は
、
①
一
定
期
間
内
に
裁
判
外
で
請
求
を
す
れ
ば
、
債
権
の
実
体
を
な
す
請
求
力
を
保
存
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
、
中
断
は
無
用
で
あ
る
が
故
に
、
中
断
を
内
在
さ
せ
て
い
る
時
効
と
は
無
縁
と
な
る
場
合（
民
六
〇
〇
条
・
六
二
一
条
）や
、
②
権
利
を
行
使
し
よ
う
に
も
行
使
す
る
こ
と
が
出
来
ず
、
し
た
が
っ
て
時
効
が
進
行
を
始
め
る
こ
と
は
な
く
、
債
権
者
の
側
か
ら
時
効
の
中
断
を
す
る
こ
と
も
あ
り
え
な
い
場
合（
民
七
二
四
条
後
段
）
（
九
五
七
ａ
）で
あ
り
、
こ
の
期
間
を
徒
過
し
て
も
時
効
の
場
合
ほ
ど
に
は「
権
利
の
上
に
眠
る
者
」と
し
て
非
難
さ
れ
な
い
場
合
と
い
う
こ
と
が
出
来
る
（
九
五
八
）。
時
効
制
度
に
対
し
て
は
道
徳
に
反
し
て
い
る
と
い
う
批
判
が
あ
る
の
に
、
除
斥
期
間
に
つ
い
て
は
、
そ
の
よ
う
な
批
判
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、
除
斥
期
間
が
公
益
の
た
め
の
制
度
と
説
明
さ
れ
る
こ
と
に
よ
る
の
か
も
知
れ
な
い
が
、
時
効
に
つ
い
て
も
公
益
目
的
の
制
度
と
す
る
説
は
あ
る
。
に
も
拘
わ
ら
ず
、
時
効
に
対
し
て
右
の
よ
う
な
批
判
が
あ
る
の
は
、
や
は
り
時
効
が
権
利
の
得
喪
を
も
た
ら
す
制
度
だ
か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
批
判
が
多
い
が
故
に
、「
権
利
の
上
に
眠
る
者
は
保
護
さ
れ
な
い
」と
い
う
非
難
に
よ
っ
て
時
効
を
正
当
化
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
右
の
非
難
の
背
後
に
は
、
時
効
の
中
断
手
続
を
採
る
こ
と
に
よ
っ
て
権
利
を
保
全
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
に
、
そ
れ
を
怠
っ
た
と
い
う
事
情
が
あ
る
。
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注（
九
五
七
）
内
池
博
士
は「
権
利
の
上
に
眠
る
者
は
保
護
さ
れ
な
い
」と
い
う
言
葉
が
我
国
で
用
い
ら
れ
る
意
味
は
必
ず
し
も
明
瞭
で
は
な
い
と
さ
れ
る
が﹇
前
掲
注（
二
三
一
）﹈、
時
効
の
中
断
に
関
す
る
限
り「
権
利
の
上
に
眠
る
者
」な
る
法
理
を
以
て
時
効
を
根
拠
づ
け
る
こ
と
が
正
当
で
あ
る
と
さ
れ
る﹇
内
池
・
注（
三
七
五
）法
研
三
〇
巻
六
号
四
四
頁
﹈。
（
九
五
七
ａ
）
民
法
七
二
四
条
後
段
を
時
効
期
間
と
解
す
る
説
は
、「
中
断
を
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
時
効
」を
認
め
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
非
論
理
性
を
自
覚
す
る
べ
き
で
あ
る
。
（
九
五
八
）
同
旨
、
中
川
・
注（
四
八
）二
九
頁
・
三
一
頁
、
舟
橋
・
注（
四
八
）一
七
〇
頁
。
反
対
、
吾
妻
・
注（
四
一
）法
協
四
八
巻
二
号
六
〇
頁（
な
お
、
五
五
頁
）。
吾
妻
博
士
は
除
斥
期
間
の
場
合
が「
権
利
の
上
に
眠
る
者
」と
し
て
主
観
的
非
難
を
伴
う
と
さ
れ
る
。
二
七
第
一
〇
章
二
二
節
に
お
い
て
、
私
の
独
特
の
方
法
論
を
用
い
て
、
形
成
権
の
除
斥
期
間
の
内
部
構
造
を
論
理
的
に
解
明
し
た
。
こ
の
成
果
は
、
そ
の
ま
ま
で
債
権
の
除
斥
期
間
に
も
妥
当
す
る
の
か
、
そ
れ
と
も
何
ら
か
の
修
正
を
必
要
と
す
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
を
確
認
す
る
作
業
が
残
さ
れ
て
い
る
。
形
成
権
に
対
す
る
除
斥
期
間
の
本
質
は
、
一
定
期
間
内
に
権
利
を
行
使
さ
せ
ん
と
す
る
社
会
の
意
思
で
あ
る
。
こ
の
期
間
を
経
過
し
た
後
に
権
利
を
行
使
し
た
場
合
、
相
手
方
に
期
間
経
過
の
抗
弁
権
が
認
め
ら
れ
、
相
手
方
が
こ
の
抗
弁
権
を
行
使
す
る
と
、
期
間
経
過
後
の
権
利
行
使
は
、
そ
の
効
果
の
発
生
を
阻
止
さ
れ
て
、
形
成
権
は
形
成
力
を
発
揮
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
ま
ま
消
滅
す
る
。
つ
ま
り
、
法
律
関
係
を
形
成
す
る
と
い
う
効
果
は
発
生
し
な
い
。
こ
の
よ
う
な
効
果
発
生
阻
止
力
が
形
成
権
の
除
斥
期
間
の
実
体
を
な
す
。
即
ち
、
右
の
効
果
発
生
阻
止
力
は
形
成
権
の
除
斥
期
間
の
本
質
を
、
後
述
す
る
現
象
形
態
へ
と
媒
介
す
る
中
核
を
な
す
要
素
で
あ
り
、
除
斥
期
間
と
い
う
制
度
に
必
要
・
不
可
欠
な
要
素
で
あ
る
。
こ
れ
が
な
け
れ
ば
、
除
斥
期
間
と
い
う
制
度
は
成
り
立
た
ず
、
こ
の
要
素
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
除
斥
期
間
が
消
滅
時
効
と
は
異
な
っ
た
権
利
行
使
制
限
期
間
と
し
て
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
形
成
権
行
使
の
効
果
発
生
阻
止
力
を
形
成
権
の
除
斥
期
間
の
実
体
と
す
る
所
以
で
あ
る
。
右
に
述
べ
た
こ
と
は
、
債
権
に
対
す
る
除
斥
期
間
に
つ
い
て
も
妥
当
す
る
。
し
か
し
、
形
成
権
の
場
合
に
は
、
除
斥
期
間
経
過
後
の
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本
質
実
体
現
象
形
態
一
定
期
間
内
に
権
利
を
行
使
さ
せ
ん
と
す
る
社
会
の
意
思
相
手
方
の
抗
弁
権
の
行
使
に
伴
う
期
間
経
過
後
の
権
利
行
使
の
効
果
発
生
阻
止
力
形
成
力
を
発
揮
し
え
な
い
ま
ま
権
利
消
滅（
形
成
権
の
場
合
）
請
求
力
を
発
揮
し
え
な
い
ま
ま
自
然
債
務
と
し
て
存
続（
債
権
の
場
合
）
一
定
期
間
経
過
後
の
権
利
行
使
相
手
方
に
期
間
経
過
の
抗
弁
権
発
生
権
利
行
使
に
対
し
て
相
手
方
が
、
そ
の
効
果
の
発
生
を
阻
止
す
る
た
め
に
期
間
経
過
の
抗
弁
権
を
行
使
す
る
と
、
形
成
権
の
実
体
を
な
す
形
成
力（
第
一
〇
章
一
五
節
・
二
二
節
参
照
）の
発
生
を
阻
止
さ
れ
て
、
形
成
権
は
目
的
を
達
成
し
な
い
ま
ま
消
滅
す
る
。
こ
れ
が
、
形
成
権
に
対
す
る
除
斥
期
間
の
現
象
形
態
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
債
権（
請
求
権
）の
場
合
に
は
、
債
権
者
が
権
利
を
行
使
し
た
効
果
の
発
生
を
阻
止
す
る
抗
弁
権
を
債
務
者
が
行
使
す
る
と
、
債
権
の
実
体
を
な
す
請
求
力（
第
六
章
一
節
・
二
節
参
照
）が
、
そ
の
効
力
を
発
揮
す
る
こ
と
は
出
来
な
く
な
り
、
債
権
は
自
然
債
務
と
し
て
存
続
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
が
、
債
権
に
対
す
る
除
斥
期
間
の
現
象
形
態
で
あ
る
。
形
成
権
に
対
す
る
除
斥
期
間
と
債
権
に
対
す
る
除
斥
期
間
の
共
通
性
と
違
い
を
反
映
さ
せ
て
、
両
者
を
統
一
し
た
、
除
斥
期
間
の
論
理
構
造
を
図
式
化
し
て
整
理
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
図
8
除
斥
期
間
の
論
理
構
造
﹇
未
完
﹈
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